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　唐突であるが、私──矢や渡わた結ゆ衣いは、心から平穏な人生を望んでいる人間だ。

　ちなみに私が思う『平穏』とは、仕事もプライベートものんびりしたペースをキープする。これに尽きる。

　波瀾万丈な人生なんてまっぴら御免であるし、トラブルはできるだけ回避したい。

　何事も平和が一番。世界はラブアンドピースであるべきだ。自分で言うのも何だけど、私は大体の人とはすぐ仲良くなれるし、愛想はいいほうである。自分からは敵を作らないし、角の立つ言動は自然と控える性格だ。

　でも、望んでいなくともトラブルは起きるもの。

　『修羅場』が起きたなら、私は菩薩の顔など持たぬ。阿修羅の如く怒る。

「これは、どういうことかしら」

　そこは恋人のマンション。通い妻よろしく夕飯の食材を購入して、合鍵で入った部屋には、裸で寝そべる女と、付き合って一年になる彼氏がいた。

　彼氏は最初こそバツの悪い顔をしたが、すぐに居直った。

「お前もどうせ、他で男作ってんだろ？　おあいこだろうが」

　はあ～？　なんだこの男。マッパで貧相なアレをぶらぶらさせて、何をふざけたことをのたまっているのか。馬鹿にしてるのか。してるんだな！

「他で男なんか作ってるわけないでしょうがああ！」

　ああそう、そういう目で私を見ていたんですね。心から理解しました。

　千年の恋も冷める瞬間とは、まさにこの事だ。ついさっきまでルンルン気分で彼氏に肉じゃが作ってあげるんだ～いと脳内花畑状態で思考していた私など、今この瞬間に死んだ！

　私はズンズンと前を歩いて、肉じゃがの材料が入ったエコバックを男の顔面めがけて投げつける。

「最低！　今すぐもげろバカ！　神罰食らって性病にかかれ！」

　思いつく限りの暴言を放って、私はヤツに合鍵も投げつけると、ダッシュで部屋を後にした。

　マンションの外に出ると、キンと冷たい空気が頬を刺す。

　二月の夜空は星が綺麗だけど、今の私の心を現すかのように冷たく、凍えそうだった。

「寒い……」

　くしゃみをひとつして、私は鼻をスンを鳴らしたあと、トボトボ自宅に向かう。

　私はただ平穏な人生を歩みたいだけなのに、どうしていつもこうなるのだろう。

　私にとって先ほどのような『修羅場』は、実は初めてではない。

　高校で一回、大学で一回あった。そして今──社会人になって、三度目の経験である。

　私の男を見る目がないのか。それとも、私と付き合うと男は浮気性になってしまうのか。いつだって私は、浮気されて、捨てられる側だった。浮気相手と私を天秤にかけて、私を選んでくれたことなど一度もない。

　そして恋人だった男たちの言い訳は、不思議と共通していた。

『お前は遊びだった。本気じゃなかった』

　本命と会えない間の暇つぶし。セフレ。都合のいい女。

　それぞれ言い方は違うけど、みんな同じような理由。

　どうして？　私は本気だった。ちゃんと好きになったし、遊びのつもりなんてなかった。

　別れの言葉を思い出すたび、胸の奥がズンと重くなる。じわじわと目に涙が浮かぶ。でも唇を噛んで耐えた。

　あんなヤツらのために泣くもんか。傷ついてすらやらない。それが私の意地なのだ。

　お付き合いのきっかけはいつも男性からの告白だった。その時は真摯に「好きだよ」と言ってくれていたのに。……私も、次こそはと、その言葉を信じるのに。

　いつだって私は、最後に裏切られるのだ。

　

　その日の夜は、料理をする気にもならず、私はコンビニで適当な惣菜と缶ビールを購入して自宅のマンションに帰った。

　そして、スマホでビデオチャットアプリを起動させて、お酒を飲みながら友人に愚痴る。

『今回もダメだったか～。付き合って一年くらい経ってたよね？』

「そう。先月、一周年記念デートをしたのよ。まさかその一ヶ月後に別れるなんて、露とも知らずにね……ふっ」

　くいと缶ビールを飲んで、私は自嘲気味に笑う。

　アプリ画面には友人の顔が映っていて、彼女は苦笑いをした。

　朝あさ霞か春はる海み。私も彼女も二十五歳で、高校時代からの友達である。

『結衣は高校の頃から男運がなかったからねえ。高校のアイツも最低だったじゃん』

「ああ……付き合って一週間後に別で彼女を作って、半年も二股かけられていたんだよね」

『結衣がその衝撃の真実を知ったのは、切なくも彼氏が風邪を引いた時。お見舞いに行って、二股彼女サンと玄関前で鉢合わせしたからなのであった……』

「向こうは私の存在を知った上で付き合ってたみたいだから、別に驚いてなかったけどね」

　私はすごく驚いたけどな！

　そして風邪引いてた彼氏に問い質すと、開き直った顔をして『お前だってどうせ他にセフレいるだろ』と言われたのだ。なんだその言いがかり。証拠もないのに決めつけて。失礼にも程がある。

　私は力任せにお見舞い品だった果物ゼリーを投げそうになったけど、思い直して、黙って持ち帰った。

　そして涙の味がする果物ゼリーを食べて、半年の恋を終わらせたのだった。

『何が原因で、いつも修羅場になって終わるのかしらねえ』

「もしかすると、惚れっぽい性格がバレてて、裏目に出てるのかも……」

　コンビニ惣菜の、砂肝のポン酢和えをつまみながらため息をつく。

　そう、私は若干惚れっぽい。軽い女のつもりはないが、ほだされやすい性格をしているのだ。

　向こうが私に好意を持ってくれると、私も好意を持ってしまう。それは人付き合いにおいては有利に働くこともあるけれど、異性関係になると面倒な事になりやすい。

　基本的に疑わないので、相手が内心私のことをどう思っているか──そういった『裏読み』ができない。相手を百パーセント信じてしまう。

　それから、これは大学時代の彼氏が浮気した時、修羅場で吐き捨てられた言葉だけど。

『エロい身体してるし、ちょっと褒めただけですぐ本気に受け取るし、どうせ他の男にも褒められたら、そのたび身体を許してんだろ』

　私は自分がエロい身体だとは思っていないが、背は平均よりは低く、バストは平均より大きめである。それがエロい身体の基準だと言うのなら納得するしかないが、好きでこういう身体に生まれたわけじゃないし！　単なる遺伝だし！　だいたいうちは代々巨乳なのだ。年を取ると遅かれ早かれ垂れるので、毎日のマッサージと筋トレは欠かすなという家訓があるほどである。

　それに、褒められたらすぐに身体を許すなんて……ひどい侮辱だ。

　確かに、褒められたら嬉しくはなる。でも誰でもいいわけじゃなかった。その時その時で、『この人なら信じられる』と思ってその手を取っているつもりだったのだ。それなのに、いつだって私は『遊び相手』として扱われる。

『まあ、結衣は見た目が可愛い上にグラマーだからね。そういう女性が好きな男は多いから、変なのを釣り上げやすいのは仕方が無いのかも』

「もう釣り上げたくない～」

『逆に考えれば、早めに別れられてよかったじゃん。そんなクズ男と、もし間違って結婚しちゃったら悲惨だったろうし』

「それはまあ、確かにそうだけど」

　春海の言うことは一理ある。浮気男なら浮気男だと、早めに知っておけば傷は浅くて済むからだ。結婚したあとに発覚するよりずっといい。

　でも本音を言えば、そもそも浮気するような男と付き合いたくないのですが……。

『男を寄せやすいってことはつまり、いい男の出会いだってあるってことだ。希望を捨ててはならぬぞ結衣よ～』

「三度目の正直って言葉知ってますか～。三回も浮気されると、さすがに希望が持てません。男なんてみんな浮気症なのかもしれない！」

『それはさすがに、マトモな男が可哀想だよ。普通の男は浮気しないからね。んん～、ここらでいっちょ神頼みでもしてみては？』

「神頼み？」

　ビールを飲んで首を傾げると、スマホ画面の向こうにいる春海は『そう』と頷く。

『悪縁を切って良縁を繋げる。そんなの、神様くらいにしかできないでしょ』

「なるほど、良縁かあ」

『傷心旅行もかねて有名な神社巡りでもしてみたら？　気分転換にもなるだろうし』

　旅行かあ……。

　そういえば、ここ数年、旅行してなかったな。仕事も忙しかったし、有給休暇が数年分溜まっていたはずだ。ここらで少し消化してもいいかもしれない。

「神頼みはともかく、旅行はいい案だね。さっそくスケジュール調整してみるよ。アドバイスありがとう！」

　私がお礼を言うと、春海はニッコリ笑顔で『いいってことよ』と、侠気に溢れた返事を口にした。
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　私の仕事は、いわゆる社長秘書。これだけを言うとさぞ華やかな職場なのだろうと思われがちだが、実際は地味な裏方役だ。会社も電子部品製造会社で、いわゆる中小企業である。社長はザ・職人って感じの、コワモテおじいちゃん。秘書業をしていると、社長とのロマンスを揶揄されがちだが、もちろんそういう話とも縁がない。ロマンスどころか、毎日のように孫自慢されている。

　常に社長のスケジュールに合わせて動かなければならないので、有給休暇は溜まる一方であるが、休みは取ろうと思えば取れる。ちょうど冬は工場の稼働率も落ち着いているし、有給は比較的取りやすい。これが決算期だったり連休前だったりすると難しくなるけれど。

　そんなわけで私の有給申請はササッと受理され、このたび二泊三日の旅行と相成った。

　場所は──神社仏閣の宝庫、京都！　高校の修学旅行ぶりの再来である。

　せっかくだから、修学旅行で行かなかったところにも行きたいし、京料理グルメも満喫したい。

　新幹線の中で旅行雑誌を読み込み、本日のスケジュールを組み立てる。このあたりの時間配分は、秘書してるだけあって得意なほうだ。

　東京駅から二時間四十分ほどかけて京都駅に到着し、私はさっそく最初の目的地に向かうため、電車に乗り換えた。

　そこは祇園の一画。安井金比羅宮である！　縁切り神社として有名なパワースポットだ。今の私にこれほど打ってつけな場所は他にないと思う。

　早朝の新幹線に乗ったので、金比羅宮にたどり着いた頃は丁度お昼時だった。

　ここで念入りにお参りしたあと、祇園のレストランで京料理を満喫するという完璧すぎる算段である。

　悪縁を切り、良縁を結ぶといわれる安井金比羅宮。まずは御本殿に向かって、参拝するのが習わしだ。

　お賽銭を投げて、二礼二拍子一礼。念入りに祈願する。

　もう浮気男はこりごりですので、二度と浮気男と関わらないよう、悪縁が切れますように。そして、誠実で一途に愛してくれる素敵な出会いがありますように。顔の善し悪しや収入もそれなりに大事なファクターだけど、やっぱり一番は誠実な愛だと思うのです。

　できれば地味めで、モテない男の人がいいです。モテるチャラ男は絶対浮気するって大学で思い知りましたから、非モテがいいのです。むしろモテる男はモテるだけに、あっちこっちからアプローチされてフラフラしやがるので、金輪際縁遠い存在になりますように。

　目を瞑って念を込める。気合いを入れすぎて、怨念や執念になっているかもしれない。

　すると、隣からふわんと上品なオーデコロンの香りがした。

　思わず目を開いて、横を見る。するとそこには、焦げ茶色の中折れ帽を目深に被って同色のコートを着込んだ、やたら背の高い男性が立っていた。

　髪の色は金色で、帽子から覗く鼻筋や口元の雰囲気はどこか日本人離れしている。外国人観光客なのかもしれない。

　彼は御本殿の前だというのに参拝をする気配もなく、なんだか困った様子であたふたしていた。

　どうにも気になってしまい、手を合わせながらチラチラと横目で見てしまう。

　すると彼はあたりを見回して、近くにいる人に視線を向けた。すると、視線を受けた参拝客はバツが悪そうな顔をしてサッと顔をそらし、足早に御本殿を去って行く。

　いかにも英語で話しかけられそうだし、面倒だから関わりたくない。みんなそんな感じで、彼から距離を取っていく。

　男性は、最後には寂しそうなため息をひとつして、とぼとぼと御本殿を後にした。

　私は思わずその背中に向かって話しかけてしまう。

「Ａｒｅ　ｙｏｕ　ｉｎ　ｔｒｏｕｂｌｅ？」

 　すると男性はピタッと足を止めて、くるっとこちらに顔を向けた。

　目深に帽子を被っているから、目はよく見えないけれど、すごく嬉しそうな笑顔である。

　そして私の傍にやってくると、怒濤のような早口英語で話し始めた。

　ま、待って！　それはさすがに聞き取れない！　私の英会話力は高校の授業程度なのである。仕事のメールで時々英語のやりとりはするけれど、常に辞書が手放せない。

「Ｓｏｒｒｙ．　Ｉ　ｃａｎ　ｏｎｌｙ　ｓｐｅａｋ　ａ　ｌｉｔｔｌｅ　Ｅｎｇｌｉｓｈ」

　謝りつつ、自分は少ししか英語が話せないと伝えた。

　こちらから話しかけておいて面目ないと思っていると、男性はニッコリと微笑む。

「では日本語でいいね」

「日本語話せるんですか！」

　ガクッとよろけて、思いっきりツッコミを入れる。男性は「ははは」と明るく笑った。

「誰かに日本語で話しかけようとしたのだが、何だか思い切り避けられてしまってね。とても悲しかったから、声をかけてもらえた瞬間は天からの福音かと思ったよ」

「大げさですね……。それで、何を困っていたんですか？」

　気を取り直して訊ねると、彼は困ったように自分の顎を摘まんだ。

「ここでお祈りをしようとしたんだが、周りを見ると、どうやら祈る前に小銭を投入しないといけないらしい。しかし私は小銭を持っていなくて、この場合どうしたらいいのか、アドバイスを貰おうとしたんだ」

「なるほど。お賽銭で困っていたんですね」

　私はコートのポケットから小銭入れを取り出し、がま口をパチッと開けた。

「可愛い財布だね。色も綺麗だ」

「ありがとう。お気に入りの小銭入れなんです」

　高校の修学旅行で、自分用のお土産として購入した西陣織の小銭入れである。鮮やかな朱色に、金糸で刺繍した桜柄が可愛くて、一目惚れしたのだ。

　これを購入した時、当時付き合っていた彼氏が隣にいたっけ。

　まあその修学旅行中、宿泊したホテルの一画で他の女生徒とチューしてる現場を発見し、修羅場になって喧嘩別れしたが。

　切ない記憶を掘り起こしてしまってアンニュイな気分になりつつ、私は小銭入れから五円玉を取り出した。

「はい、どうぞ」

「……私に、くれるのか？」

「ええ、お賽銭に使ってください。ちなみに五円玉を選んだのには理由があるんですよ」

　私は男性に五円玉を渡したあと、ドヤ顔で説明する。

「五円玉をお賽銭にするのは、『ご縁がありますように』って意味もあるそうです。ちなみに十円玉は『遠縁』とも読めてしまうので、ちょっと避けたほうがいいかもしれません。五円玉がない時は、二十円にするのがおすすめですよ。そうすると『二重の縁』って意味になりますからね」

　まあ実際は、一円玉だろうが五百円玉だろうが自由に選べばいいし、特にお金の種類でご利益が変わるわけでもないのだけど。外国の硬貨や、宝くじの当たり券を入れる人もいるみたいだし。

　ようするに気分の問題なのだ。お祈りをするのに、自分が納得できるお金を投げればいいのである。

「なるほど。勉強になったよ」

　彼は五円玉を握って嬉しそうに笑ったあと、賽銭箱に投げ入れた。そして手を合わせて目を瞑る。

　私はなんとなく見守った。

　やっぱり観光客なのかな。そのわりには日本語が上手だけど、もしかしたら日本が好きで語学を勉強したのかもしれない。だとしたら、すごいなあ。

　お祈りの時間はそう長くなく、十秒も経たずに彼は目を開ける。

「ありがとう。あなたのおかげで無事に参拝ができた」

「大したことはしてませんが、お役に立てて何よりです。それじゃ、私はこれで」

　私はぺこりと頭を下げて、次の目的地に足を向けた。すると後ろから「待って！」と声をかけられる。

「お礼がしたいんだ。近くで、お茶でもどうかな？」

　私は足を止めて、彼に目を向ける。

　これはいわゆるナンパというやつだろうか。実は日頃から繁華街や駅前を歩けばナンパされるので、割と深刻に辟易しているのだが、これを他人に言うと、自慢なのかと嫌な顔をされてしまう。でもこれがまったく自慢にならないのだと私は声を大にして言いたい。何せ彼らの視線はいつも胸元や腰周り。私は別段スタイルがいいわけではないが、春海曰く『肉付きがほどよく、男ウケしそうなスタイル』なのだそうで……それを聞いた時は『何そのオッサンみたいな評価』と呆れたものだが、彼女の指摘は間違ってはいない。不本意な話だが、セックスが目的、いわゆる『ヤリモク』っぽい男性に、よく声をかけられるのだ。

　あと、風俗で働かない？　とか、グラビア撮らない？　とか、そういうお声がけもある。

　そんなに私、エッチなのが好きそうに見えるのだろうか……。

　過去に私を一方的に詰った元彼の暴言シリーズは、どれもそういった感じで、私はいつも『セフレ扱い』だった。思い出してトホホと落ち込んでいると、男性は突然慌てたように手を横に振った。

「いや！　見ず知らずの男がいきなり誘ってきたら、警戒して当然だな。すまない」

　私が黙ったままなのを気にしたのか、彼はそんなふうに謝った。

「他意はないんだ。ただ、日本に来たのはずいぶん久しぶりだし、中でも京都は初めてでね。少しの間でも、一緒に楽しんでくれる人がいてくれると嬉しいなあと思っただけなんだ」

「うーん……」

　私は失礼な仕草だと分かっていながらも、じろじろと男性を観察した。

　彼の視線は最初からずっと私の目に向いているし、ナンパ男特有の、ねちっこい感じもしない。観光で来たのも本当みたいだし、さすがに外国の観光地に来てまでナンパする人はいないだろう。それに、お茶するくらいで何か起きることもないはずだ。

　これも旅の醍醐味。もしかしたら、私にとってもいい気分転換になるかもしれない。

「わかりました。それじゃあ、私の用事を済ませたらお茶しましょう」

　すると、男性はパッと顔を綻ばせた。年上に見えるが、その笑顔は子供っぽくて可愛い。

「ありがとう！　俺はエイリーク＝シノノメだ」

「……矢渡結衣です」

　サッと右手を差し出されたので、おずおずと握手する。このやり取りが何とも外国人らしい。

「じゃあ早速行こう。用事というのは何なんだ？」

「えっと、境内にある縁切り縁結び碑いしに行きたいんですよ」

　御本殿から移動しつつ、エイリークに説明した。むしろ私の本命はそこなのである。

　絵馬の形をした巨石。その石には多くの形代が張ってあるので、石そのものは殆ど見えない。中央には円形の亀裂が入っていて、そこに神様の力が注がれているのだそう。

　これが金比羅さんで有名なパワースポット。縁切り縁結び碑だ。

「ああ、これはガイドブックで見たよ」

「有名な場所ですからね～」

　私は碑の近くにある賽銭箱に硬貨を入れて、形代を手に取った。ふと後ろを見ると、エイリークが好奇心いっぱいに目をきらきらさせて、私が持つ形代を見つめている。

「えっと、一緒にやる？」

「いいのか!?」

　再び少年のような屈託のない笑顔を見せたエイリークに、私は苦笑いをした。

「そんな、やってみたくて仕方ない顔して見つめられたら、こっちも集中できないよ」

　百円硬貨を彼に渡しながら言うと、エイリークは「ごめんね」とはにかみ笑顔で謝った。

「目の前で、いかにも日本の文化っぽいことをされちゃうと、気になってしまったんだよ」

「ふふ。でもここはね、ただ神様にお願い事をするだけの場所じゃないんですよ。まずはこのおふだにお願い事を書きます。必ず、『縁』にちなんだお願い事にしてくださいね」

「縁……？」

　エイリークがキョトンと目を丸くする。よく見ると、彼の目はサファイアのような深みのある紺碧だった。

　綺麗だなあ……。

　思わずジッと彼の目を見つめてしまったあと、慌てて首を横に振る。

「縁は、縁です。例えば悪縁……嫌いな彼氏と別れたいから縁を切ってください、とか。もしくは良縁……誰かと結婚できますように、とかですね」

「なるほど。だからここは縁切り縁結び碑と呼ばれているんだね」

　ふむふむと納得顔のエイリーク。「英語でもいいのかな」と呟きながら、彼は長方形の形代にさらさらと英語で字を書いた。私は当然日本語で書く。

　──今までの悪縁を絶ち、素敵な良縁に恵まれますように。

　書き終わってから、形代を両手で持ってぐぐっと念を込めた。神様マジでお願いします。もう浮気男は嫌なんです。不倫上等な男ももちろん御免です。私が望む縁は、浮気しなくて私のことを一途に愛してくれる……そんな男性との出会いをお願いします！　欲を言えば定職についていることが望ましく、稼ぎは私と同等くらいだと助かります！

　私が目を瞑って神に祈りを捧げていると、ふと視線を感じた。目を開いて横を見ると、エイリークがジッと私を見つめている。……いや、具体的に言うと、私の願いが書かれた形代を。

「わわっ！　他人のお願いを覗き見るのはマナー違反！」

「ああ、ごめんね。やけに鬼気迫った様子で念を込めているから」

　素直に謝るエイリーク。……もしかしたら、彼が気にしてしまうくらい私は怖い顔をしていたのかもしれない。

「別に謝られるほどのことじゃないですけど……。エイリークは日本語が話せる上に、日本語も読めるんですか？」

「うん。俺はアメリカ生まれのアメリカ育ちだけど、日系の三世なんだ。日本語は、小さい頃に祖父から教わったんだよ」

　なるほど。顔半分は帽子に隠されているけれど、何となく相貌に馴染みがあると思っていた。顔の造りがアジア人寄りなんだな、多分。

「それで、このおふだをどうすればいいのかな？」

「これを持って、お願い事を頭の中で思い浮かべながら、あの碑の中を潜るんです。それで『悪縁』を切ってから、次は裏側から表側に潜ります。これで『良縁』を結びます。そして最後に、このおふだを碑に貼り付けたらオッケーです」

「へえ～、興味深いな」

　私が説明している間も、形代を両手に持って碑を潜っている参拝客はたくさんいる。それを物珍しげに眺めて、彼は頷いた。

「うん。じゃあやってみよう」

　私たちはさっそく列に並んだあと、順番で碑を潜った。悪縁よ切れ、そして良縁よ来い！

　ひたすら念じた形代を貼り付けていると、エイリークが隣にやって来た。

「そういえば、エイリークはどんなお願い事にしたんですか？」

　エイリークの英語は綺麗な字なんだけど流暢すぎて読めない。エイリークはぺたりと形代を張って、にこりと微笑んだ。

「俺も人間関係で悩んでいたからね、これを機会に縁が切れますようにと。それから、新しい出会いがありますようにと書いておいたよ」

　つまり、私と似たような感じなのかな。人間関係で苦労するのは万国共通の悩みなようだ。

「さて、他に行きたいところはある？　特にないなら、お茶会に招待するけど」

　金比羅さんを後にしながら、エイリークが聞いてきた。

「ん～、本当は、折角の京都だからぷらぷら観光しようと思ってたけど、それは後でもできるし、先にお茶会でいいですよ」

　私がそう答えると、エイリークは「ええーっ」と不満げな顔をした。

「お茶の時間なんて、一、二時間がせいぜいじゃないか。どうせ観光するなら一緒にするほうが楽しいと思わないか？」

「それはまあ……そう、かも」

　よく考えると薄情な受け答えだったか。折角観光地で出会った縁なんだもの。もう少し楽しんでもいいのかもしれない。

　エイリークは、道を歩きながらおもむろに帽子を脱いだ。

「わ……」

　私は内心驚く。目深に被っていたからよくわからなかったけど、帽子を脱いだエイリークはこちらがびっくりするほどの美形だったのだ。

　西洋と東洋の魅力をバランス良く合わせたような顔立ちに、赤みがかった金髪と、紺碧の瞳がよく似合っている。

　背が高くてスマートな体格をしていたから、なんとなく格好いい人なんだろうなと思っていたけど、こんなにも目立つ顔をしていたとは。

　彼が帽子を脱いだ途端、道ゆく人たちがチラチラとエイリークを見て行くほどである。

「人が多いところが苦手なんだ。外国人が珍しいのか、結構じろじろ見られちゃってね」

　苦笑いをするエイリーク。ずっと帽子を被っていたのは、目立ちたくなかったからなんだろう。

「うん。だってエイリーク、すごく恰好いいもの。視線を向けてしまうのも、仕方ないですよ」

　私が正直に思ったことを言うと、エイリークは少し驚いた顔をした。

「恰好いい……？　外国人が珍しいだけじゃないのか？」

「京都には他にもいっぱい外国人の観光客がいるけど、特にじろじろ見ませんよ。でもエイリークは素敵だから、つい見てしまうんでしょう。私だって思わず見蕩れてしまいましたし」

　すると彼はずいっと私に顔を近づけてきた。びっくりして身体を引いてしまう。

「本当に？」

「え……」

「お世辞ではなく本当に、君は俺のことを素敵だと思っているのか？」

　やけに真剣な様子で聞いてくる。いや、こんなに顔がよろしいのだから、恰好いいとか素敵だとか、言われ慣れてないのかな。それともアメリカじゃ、エイリークレベルの美形は割と多いのだろうか。

「す、素敵だと思います……けど」

「それは俺に好意を持ってくれている、ということかな？」

　突然の質問責め。アンド、だんだん私ににじり寄っている。ていうか近い近い！

「そりゃ、好きか嫌いかで言われたら、好きな部類に入ると思いますが……っ」

　だいたい嫌いなタイプだったら、お茶に誘われても頷かないし。エイリークは物腰が穏やかだし、私のことを性的な目で見なかったし、屈託の無い笑顔は子供みたいに可愛くて、私は自然と好意を覚えていた。でもそれはあくまでライクのほうだ。だって私たち、出会ったばかりで他人も同然だし！

「もう。やっぱりナンパが目的なんですか!?」

　ばっと後ろに跳んで距離を取ってから尋ねると、エイリークはあっさり身を引いて「あはは」と明るく笑った。

「そんなわけないよ。ただ、好意の有る無しは大切なことだ。ちゃんと確認しておきたかったんだよ」

　そ、そうなのか。好意の有る無しって、確認するほど大切なことなのだろうか。アメリカじゃ、重視するのかもしれない。

「ありがとう、結衣」

　彼は突然優しく微笑んで、お礼を口にする。

　思わずドキッとしたのは、彼が初めて私の名を口にしたからだと思う。

「それは何に対するありがとうなんですか？」

「お世辞抜きで俺を褒めてくれたことに対してだよ。俺も結衣は素敵な女性だと思っていたから嬉しかったんだ。チャーミングで親切で心優しい。まるで天使みたいだね」

　てんし？

　一瞬、何を言われたのか理解できなくて、目がテンになる。しかしすぐに意味を理解して、私はぶるぶる震えてしまった。

「ななな、何を突然、言い出しておられるのですか!?」

「ははっ、照れているのか。やっぱり可愛いな」

「いやいや、照れてないですし！　むしろドン引きしてますし！」

　天使とか、どんなにキザな男でも普通言わないだろう。いや、あっちでは普通なのかな。アメリカ怖い。

「話しているうちに、駅についてしまったね。結衣が行きたい観光地はどこ？」

「結局、お茶の前に観光地巡りをするんですね……」

　私は疲労を感じて肩を落とす。エイリークって割と強引な性格なのかもしれない。マイペースというか、自分がこうと決めたら意見を曲げないというか。

　エイリークは私を見てニコニコと笑った。

「ほら、どこに行きたいんだ？」

「仕方ないですね……。じゃあ、ここから電車に乗って、伏見稲荷大社に行きましょう」

　新幹線で考えたプランを口にすると、エイリークは嬉しそうな顔をした。

「伏見稲荷大社！　有名なところだね。ここから電車だけで行けるのか？」

「はい。京阪電車に乗ります」

　駅に入る私の後ろを、エイリークはウキウキした様子でついてくる。

　……なんか、こう言ったら失礼だけど、エイリークってちょっと犬みたいだ。赤みがかった金髪も犬の毛っぽいし。犬種に例えるなら……ゴールデンレトリバーみたいな。

　今も、好奇心旺盛な目で、駅の構内をきょろきょろと眺めている。

「京都ってさ、交通機関が煩雑としているよね。だからついタクシーに頼ってしまうんだ」

「そうですね。地下鉄、ＪＲ、阪急、京阪……電車だけでも種類豊富ですし、路線バスもいくつか種類があって、路線図が重なっていたり違っていたり、複雑ですよね」

　ついタクシーに頼ってしまう気持ち、わからなくもない。でも、観光地を巡るのにいちいちタクシーを使っていたらお金がもったいない。たまになら、いいと思うけど。

　私は後ろを歩くエイリークに振り向いた。

「私の個人的な意見ですが、旅の醍醐味には、苦労することも入っていると思います」

「苦労が醍醐味？」

「はい。慣れない土地だからこそ、あれこれ調べたり、効率よく観光地が巡れるようにプランを練ったり。そういうのも、旅行の楽しさだと思いませんか？　例えば、路線図を眺めているだけで、あんな神社があるんだとか、こんな場所があるんだとか、その街のことを知ることができますよ」

　私がそう言うと、エイリークは目から鱗が落ちたように、碧い瞳を丸くさせた。そして、また少年のようなあどけない笑顔を見せる。

「ああ、そうだね。それは確かに旅の醍醐味だ」

　そしてエイリークは私に近づいて、いきなり手を握った。

「ひゃっ！」

　驚いて彼を見上げると、彼ははにかみ笑顔で片目を瞑る。

「駅は人が多いから。はぐれないように手を繋いでいいかな」

「つ……、繋いでから言わないでくださいよっ」

　まったく事後承諾もいいところだ。そんな笑顔で頼まれたら、この手を振りほどくのが薄情に思えてしまう。

　まあ、いきなり肩を抱き寄せられるとかよりは紳士的かな。

　私がそう思っていると、改札口前でエイリークがぴたりと足を止めた。

「結衣、ひとつ……聞きたいんだけど」

「ん？」

「日本の電車の切符って、クレジットカードで買える……？」

「買えますけど、どうせなら交通系ＩＣカードを発行したほうが便利ですよ」

　どうやらエイリークは、本当に日本のことをよく知らないみたいだ。私はパスケースからＩＣカードを見せて説明する。エイリークはやけに神妙な顔をして何度も頷き、さっそくカードを発行しに行った。そして、きらきらした笑顔を見せながら、カードを掲げて戻ってくる。

　……なんか、本当にゴールデンレトリバーに見えてきたなあ。

　まるでおもちゃの『とってこい』ができて、褒められるために戻ってくる犬みたいだ。

「結衣に出会えて最高にラッキーだったよ。君に出会えなければ、俺の旅行はきっと味気なくてつまらないものになっていた。ほら、カード。君とおそろいのデザインだ」

　嬉しそうにＩＣカードをぴらぴら見せる。それは京都限定のＩＣカードで、五重塔の絵が描かれた京都らしいデザインだった。私も先ほど京都駅でそのデザインのものを発行したのである。

「こういうのも旅の思い出になっていいですよね」

「うん。楽しいなあ」

　エイリークは再びぎゅっと私の手を握った。うう、ちょっと恥ずかしいな。というかエイリークが心配するほど、人は多くないんだけどな。

　ま、いいか。

　そろそろ電車が来る時間だ。私は急ぎ足で改札口を通り、ホームへと向かった。

　

　伏見稲荷大社は、写真や映像で見るよりもずっと圧倒的な広さを誇っていた。さすがに観光客も多くて、油断したら人混みに飲まれそうになる。

　こ、これが人気観光地の人だかり！

　季節は秋──紅葉が美しい京都のピーク期のひとつだ。もうひとつはもちろん、桜が美しい春である。

「うわあ、すごい人だね」

　エイリークは平均的な日本男性より遙かに背が高く、物珍しそうに人混みを眺めていた。

「ううっ、駅前さえ抜けたら、マシになると思うんだけど……っ」

　なんか遠くのほうで、駅の車掌さんが「押さないで下さい。列に並んでください」と必死に叫んでいる。観光地って大変なんだなあ。

「結衣。危ないから俺の手をしっかり握っていて」

　ふいに耳元で囁かれた。思わずびくっと身体が震えてしまう。

　な、なにを、ドキドキしてるのよ、私！

　だってずるいっていうか。ふいうちにも程があるっていうか。エイリークの囁き声は、身体の奥に響くような低音で、甘やかだった。

　うう、いくら惚れっぽい性格とはいえ、私、さすがに節操無しじゃないか。さっき偶然会ったばかりの外国人観光客に、なにをときめいているの。

　こういうところで、散々失敗してきたのだ。男性のちょっとした優しさにすぐドキッとしてしまう性格は直さなくてはいけない。もっとしっかりしなきゃ。鋼のように頑強な心を持たなければ！

　私はぺちぺちと頬を叩いて理性を呼び起こし、首を横に振って妙なときめきの気持ちを振り払った。

　私が予想したとおり、駅前さえ抜けてしまえば、人混みにまみれることはなくなった。それでも人は多いけど、これはこれで観光地らしくもある。

「あれは出店かい？」

　エイリークが視線を向けた先には、たこ焼きの出店があった。その隣はやきそばで、さらにその隣はわたあめ屋。

「そうですね。まるでお祭りみたい。楽しくなりますね」

　彼に笑いかけると、エイリークも微笑みを返してくれた。

「そうだね。こういう体験は初めてだ。折角だから何か買ってみるかい？」

「ええ。でも、先に参拝しちゃいましょう。それから、奥にある千本鳥居も見たいですね～」

　京都は見所がたくさんある。折角東京から来たのだから、楽しまないと損だ。

「日本は本当に面白い国だね。神社があちこちにあるのはいいけど、それぞれ祀る神様も違うんだろう？」

「何といっても八百万神やおよろずのかみですから」

　アメリカは確かキリスト教が強いんだったっけ？　今は違うのかも。色んな人が住んでいるもんね。

　私たちは御本殿前で参拝したあと、千本鳥居に向かった。

　さすがに圧巻というか、すごいとしか言いようがない景色に、私もエイリークも言葉を失ったまま、遠く先まで連なる鳥居の列を眺めた。

「これは……うん。素直に、京都に行って良かったと思える。こんなにオリエンタルでミステリアスな景色は、そう見る機会はないだろう。写真を撮っていいかな」

「どうぞどうぞ。私も撮りたいです！　本当に素敵ですよね。鳥居のトンネルみたい」

　見れば、あちこちの参拝客が思い思いの場所で写真を撮っている。

　さてどこで撮ろうかと、私がスマホ片手にあたりをきょろきょろしていると、突然ぐいと、エイリークに肩を抱き寄せられた。

「ぬあ!?」

「すみません。写真撮って頂けますか？」

　いつのまにかエイリークが自分のスマートフォンを渡しつつ、カップルっぽい男女二人組に頼んでいる。行動が素早い！　あとめちゃくちゃエイリークと距離が近い！　なんかいい匂いがするし……何の香水かな、品があって綺麗な匂い……じゃなくて！

「えっ、エイリーク！」

「ほら、君も写真を撮るんだろう？」

「あう、う。それは、うう……お願いします」

　ここでだだを捏ねたら、カメラを構えてくれている方に迷惑をかけてしまう。

　私は大人しく自分のスマホを渡して、エイリークとツーショットの写真を撮ってもらった。

「ありがとう。お礼の代わりに撮りますよ」

　スマホを受け取ったエイリークがスマートな感じで提案する。ちなみに、終始男性側に話しかけているところ、何とも高得点だ。……いや、何の点数だと言われると答えに困るけど。

「あ、いいんですか。助かります」

　相手の男性も、エイリークを好意的に見たらしい。笑顔でスマホを渡してきて、エイリークはパチリと写真を撮った。

「ありがとうございました。日本語上手なんですね」

「こちらこそありがとう。お互いに楽しい時間を過ごしましょう」

　そんな会話を交わして、エイリークは私のところに戻ってくる。そしてちゃっかりと私の手を握った。

「ん？　やけに不満そうな顔をして、どうした」

　首を傾げるエイリーク。私はいつの間にか不機嫌な表情を浮かべていたらしい。

　だ、だって……だって！

　こちとら肩を抱き寄せられたんですよ。ほぼエイリークの胸の中にいたんですよ。恥ずかしいわドキドキするわで、頭の中がこんがらがっているんですよ！

　で、でも、それをどう説明したらいいんだろう。先ほどどうして肩を抱き寄せるといったまるで恋人のような仕草を取られたのでしょうか、なんて恥ずかしくて聞けない。

　…………。

　よし、アメリカでは普通なんだろう。アメリカでは恋人でなくとも、親愛の証として女性の肩を抱き寄せるのが常識なんだ。

　そうなんだきっと。多分。

「な、なんでもないですよ。さあエイリーク、折角だから鳥居の坂を登りましょう！」

　私は彼の手を引いてずんずん歩いた。照れ隠しだったのは否めない。顔もなんだか熱いし。

　エイリークは後ろでちょっと笑ったあと「ああ」と優しく同意した。

　やばい、どうしよう。エイリークのこと、何も知らないのに。

　どんどん引き込まれている気がする。今まで何人かの男性と付き合ってきたけれど、こんなにも強く、誰かに惹かれるのは、初めてだった。

　千本鳥居を越えた先にある、小高い山の中腹で少し休憩しつつ、私たちは来た道を戻って出店の並ぶ通りに行く。

　どれも美味しそうで目移りしてしまうけど、私はたこ焼きを買うことにした。

　関東と関西で、たこ焼きの焼き方が違うらしいんだよね。東京のたこ焼き屋さんはカリカリした揚げ焼きが多いけど、関西のはふわふわしている。もちろん東京でもふわふわたこ焼きのお店はあるけれど、やっぱり本場のものが食べたかったのだ。

　出店で購入したほかほかのたこ焼きを手に持つ。そんな私の隣には、エイリークが何とも悔しそうな顔をしていた。

「失念していた……。出店の商品は、カードでは買えないことを……」

「あはは、まあ仕方ないですね」

　現金を持っていないエイリークは、出店の商品が買えなかったのである。探せばクレジットカード決済してくれる出店もあるかもしれないけど、探すだけで一苦労しそうだ。

「ほらエイリーク。私のたこやきを分けてあげますから、そう落ち込まないでください。ほら、あそこのベンチで食べましょう」

　通りに面した場所に、ちょうどいい感じのベンチが開いていた。私はそこにエイリークを誘うと、たこ焼きを串で刺してふうふうと息を吹きかける。

「はい、どうぞ」

　たこ焼きを刺した串を渡すと、エイリークは碧い瞳をまんまるにした。

「それは、俺に食べさせようとしてくれているのか？」

　問われてハッと我に返る。

「ご、ごめんなさい！　たこ焼きのトレーごと渡せばよかったんですよね」

　慌ててたこ焼きのトレーを渡そうとすると、エイリークは「いや」と短く否定した。

「少し驚いただけだよ。結衣がとても優しい人だからね」

「え、いや……」

　優しいとかじゃなくて、何というかこう、ついやっちゃったに近いんだけど……。

　ともかく、エイリークはいかにも食べさせて欲しいといった様子で、あーんの体勢で待っている。これは入れないとダメな空気だ。

　うう、さっきは普通にやってしまったけど、意識すると恥ずかしいな……。

　私はもじもじしつつたこ焼きを串で持ち上げて、もう一度軽く息を吹きかけてから、エイリークの口に入れた。

「熱いから気を付けて下さいね」

「うん。……確かに、熱いね。面白い」

　口の中で転がしながらはくはくと食べるエイリークは、なんだか可愛い。

　この人、何歳なのかな。年上なのは間違いないと思うんだけど……。そういえば、いつの間にかデートみたいになっているが、私、エイリークのこと、名前と出身くらいしかまだ聞いていない。

　……知りたいな。

　ふいにそう思ってしまって、私はぺちぺちと自分の頬を叩く。

　もう、さっきから私、おかしい。確かに私は惚れっぽいが、こんなふうに積極的に誰かを知りたいなんて思ったことはなかったのに。

　いつだって私は受け身だった。自分が先に恋に落ちることはなかった。

　なのに、知り合いでも何でもない、その場で出会っただけの外国人観光客にこんなにも

惹かれてしまうなんて、私はどうしてしまったんだ。顔がいいのが理由なのかな!?

「結衣、結衣」

　いつの間にか、私は頭を抱えていた。エイリークが心配そうに声をかけてくる。

「いきなり悩み出して、どうした？」

「あ、いや……なんでもないんです」

　あははと笑ってごまかすと、エイリークはほっとした顔をした。そして、私の膝に置いていたたこ焼きのトレーを持ち上げる。

「では、次は俺が食べさせてあげよう」

「……はっ？」

「さっきの礼だ。ほら、口を開けて」

　たこ焼きを串で刺して、ニコニコ顔で私に迫ってくる。

　さ、さっきあれほど、彼にドキドキしてはいけないと自分に言い聞かせたばかりなのに、どうしてこんな恋人みたいなやり取りをさせられなければならないのか!?

　で、でも、最初に『あーん』をやっちゃったのは、私のほうだし……！

　私はきっかり十秒悩んだあと、観念して、ぱかっと口を開けた。

「可愛いくて小さい口だな。……入るかな」

　エイリークはむむっと難しい顔をして、私と口とたこ焼きを交互に見る。そして串を使って半分に割り、片方を私の口の中に入れてくれた。

「はむ……」

「おいしいか？」

　笑顔で訊ねるエイリーク。私はもぐもぐと口を動かして、こくんと頷く。

　……気遣いもパーフェクト。エイリークは優しいし、細やかな気配りに長けている。

　これで反則的な相貌の良さに、高身長。

「……モテるんだろうなあ……」

　思わずぼそっと呟いてしまって、エイリークが不思議そうに首を傾げた。

　結局、たこ焼きはお互いに食べさせ合うような感じで平らげて、引き続き伏見稲荷大社の通りをぷらぷら歩く。

　私は自分と春海へのお土産に、七味唐辛子を購入することにした。

「シチミ……」

　お店の前で腕を組み、興味深そうな顔をしているエイリーク。もしかして七味を食べたことないのかな？

「いわゆる日本のスパイスですよ。七つのスパイスを合わせているから、七味っていうみたいです」

　私も詳しくないのだけど。本当に七つのスパイスを使ってるかどうかも知らなかったりする。ただ、暖かいおそばには七味が合うので好きなのだ。

「よかったら、ひとつプレゼントしましょうか」

「えっ」

　びっくりした様子で、エイリークがこちらを見た。そんなに変なこと言ったかな？

　ここも残念ながらカード決済ができないお店のようだし、そんなに興味津々なら、ひとつ味わってみたらどうかなと思ったのだ。

「今日出会った記念に……なんて」

　えへへと笑うと、エイリークは何だかとても幸せそうな微笑みを見せた。

「ありがとう。とても嬉しいよ」

「良かった。じゃあ味を選びましょう」

　七味は一種類ではなく、色々なフレーバーが選べるようだった。オーソドックスなものから、辛さがマイルドなもの、ゆず風味とか。

　私はゆず風味が気になったので、それを選ぶ。春海にはオーソドックスな七味がいいかな。エイリークはしばらく悩んだようだけど、私と同じゆず風味を選んだ。

　それらを包んでもらって、私はゆず風味の七味をエイリークに渡す。

「はい、どうぞ。容れ物も可愛いですよね」

「ああ。鮮やかで綺麗だね」

「これは京千代紙っていうそうですよ。和の文様って感じでいいですよね」

　私が笑うと、エイリークは眩しいものを見たかのように目を細める。

「旅のいい記念になりそうだ」

　そう言って、彼は大切な宝物を仕舞うように、そっとコートの内ポケットに入れた。

　

　いつの間にか、空は茜色に染まり、太陽は西に傾いていた。

　私が思っていたよりも、伏見稲荷で長居してしまったようだ。今日の観光はここまでかな。本当はもう一カ所くらい、観光地に行きたかったのだけど。

　でもそれだけ、エイリークと過ごす時間が楽しかった、ということなのかもしれない。

「もうお茶の時間とは言えない時間になってしまったな」

　彼も夕暮れを眺めてぽつりと言う。

「そうですね。秋は日が傾くのも早いですし」

　どうしてか、夕方って寂しくなる。子供の頃、どんなに友達と遊ぶ時間が楽しくても、これくらいの時間になったら家に帰らなくちゃいけなかったから、その思い出を引きずっているのかもしれない。

「結衣」

　ふと声をかけられて、私は顔を上げた。エイリークは私の手を握ったまま、空を見つめている。

「これから、俺が泊まっているホテルに来ないか」

「……へっ？」

　目を見開いて、ごちんと固まる。しばらく黙っていると、彼は慌てて「いやいや」と手を横に振った。

「本当は、泊まっているホテルのラウンジでアフタヌーンティーでもと思っていたんだが、残念ながらティータイムが過ぎてしまったのでね。……かといって、これで解散となっては俺の立つ瀬がないだろう」

　エイリークは困ったように笑って、ぽんぽんと自分の胸元を叩いた。

「今日一日、結衣に世話になってばかりだった。しかもお土産まで買ってもらった。さすがに男として恰好がつかない。最後くらい、恰好をつけさせて欲しいんだ」

「そ、そんなの……気にしなくてもいいのに」

　世話をしたといっても、お賽銭の小銭をあげたり、たこ焼きや七味を買ったくらいだ。奢るという域にすら入っていない。

　でも、男性はそういうところ、細かく気にしちゃうのかも。歴代元彼たちも、プライドがやけに高かったなあ。エイリークは彼らみたいな感じではないけれど。

　でも、素直に『恰好をつけさせて欲しい』なんてお願いするところ、可愛いかも。

　私はくすっと笑ったあと、ちょっと真面目な顔をしてエイリークに問いかける。

「……変なことは、しないよね？」

　するとエイリークはニコッと笑った。

「ごめん。それは約束できない」

「えっ？」

　てっきり『もちろん変なことはしないよ』と紳士的に答えてくれるものだと思っていただけに、私は驚いて口をぽかんと開けてしまった。

「だって結衣はとても魅力的だからね。可愛い君を口説かない男なんていないよ」

　────。

　私は口を開けたまま、茫然とエイリークを見上げる。

　な、な、な……。

　なんということをサラッとスマートに仰っていやがるのかー！

　顔がぎゅんと熱くなっているのがわかる。胸のドキドキは、今や口から飛び出そうだ。

　こんなにも素直に言われたことない。いや、お世辞で「可愛いね」は言われたことはあるけれど、ここまで爽やかに、その気があるくせにやましい事を隠すようなこともせず率直に言われたのは初めてなのだ。

　まさにこれが『口説かれている』ということなのか。

　今まで、元彼と付き合う前に私を口説いていると思っていたのセリフは、単に耳触りのよい褒め言葉を並べられていただけなんだと思い知る。

　どうしよう。どんどんドツボに嵌まっている気がする。知らないうちに逃げ道を無くされたような、瀬戸際感がある。

　それなのにどうしてか、嫌な気持ちはひとつもなかった。それよりも嬉しいという気持ちのほうが強い。

　どうして。私、こんなにも惚れっぽいの？　ちょっと優しくしてもらって、相手の顔が良ければ、それでいいの？

　そんなことない。私は誰でもいいわけじゃない。

　なのに、気持ちがエイリークに傾いていく。今日出会ったばかりなのに、こんなにもドキドキしている。

　私が言葉を言い出せずに黙っていると、エイリークは少し困った笑顔を見せた。

「驚かせてしまったようだが、これだけは約束できるよ。俺は、一方的なことだけはしない。ただ、もっと話がしたい。君と一緒に過ごしたい。……ダメかな？」

　やや不安そうな物言いに、私は再び顔を上げる。

　夕闇に染まるエイリークの表情は、何だか寂しそうだった。

　そんな顔をされると、困る。心が揺れ動いてしまう。私だって、エイリークと同じ気持ちなのだから。

　ここでサヨウナラは、寂しい。もっと彼と話したい。知りたい。

　ただ、これ以上距離を詰めるのは怖い。どうしようもない沼に落ちる気がしてならない。

　……でも、これはいいきっかけになるかもしれない。

　この京都旅行の目的は傷心を癒やすためだった。エイリークとの出会いが私にとって気分転換になるなら。楽しい思い出になって過去の悲しみを忘れられるのなら。

　──それはとても、魅力的な提案だ。

　それにエイリークの人柄は、何となく理解できていた。彼は私を騙して悪さをするタイプじゃない。たった半日の付き合いなのに不思議と信じられるのは、彼の誠実さが言動に出ていたからだと思う。

　我ながら楽観的な気もするけれど、私は自分の直感を信じたくなった。

「わかりました。でも言ったことちゃんと、約束してくださいね」

　念を押すように言うと、エイリークは嬉しそうに微笑んだ。

「もちろん。神様と君に誓うよ」

　エイリークは気障っぽくウィンクをした。その仕草は呆れてしまうくらい様になっていて、私は思わず笑ってしまう。

　何だかこの人には全然敵わない気がする、と思ったのだ。

　

　エイリークは早速スマホでタクシーを呼んだ。電車を使えばいいのにと思ったけど、乗り換えが面倒なのかもしれない。

　さすが観光地と言えようか、タクシーは数分でやってきた。それに乗り込んで、エイリークは行き先を指示する。

　場所は京都の中心地。鴨川のほとりにある、有名な高級リゾートホテルだった。

　……ていうか、えっ。あそこ、めちゃくちゃお高いホテルだよね。私が予約したビジネスホテルの数十倍くらいの宿泊料金だったような。

　エイリークさん……もしかして、めちゃくちゃお金持ちなのですか……？

　キョドる私をよそに、エイリークはどこかへ電話し始めた。早口で、しかも英語だから全然聞き取れない。

　何を話しているんだろう。もしかして仕事の話をしているのかな。そういえば、エイリークってどんな仕事をしているんだろう。

　タクシーはゆるやかな速度で街中を走って行く。ホテルに到着した頃には、日がとっぷりと暮れていた。

　タクシーを降りると、目の前には高級リゾートホテル。

　マジでここに入るのですか？　私、普通のカジュアルな服装なんだけど、大丈夫？

「寒くなってきた。早く入ろう」

　エイリークが私の手を引いて歩き出す。

　これは、何だかヤバイ気がする。彼の部屋でお話したら、早々に帰ったほうがいいかもしれない。だって彼と住む世界が違いすぎる気がしてならないのだ。

　そんな私の予感は、悪い意味で的中した。

　なぜなら、彼の部屋は……ゴージャスすぎるスイートルームだったのである。

「うあ～……」

　まぶしい。いや、実際はまぶしくないけど、全ての調度品が光り輝いて見える。

　小市民根性の私は、ガクガク震えて緊張しっぱなしだ。部屋が広くて綺麗なのは当然として、リビングに面した窓には日本庭園が広がっている。あの庭もスイートルームの一部なので、他人に邪魔されることなく芸術品のような庭を独り占めできるのだろう。なんて贅沢なんだ。

　ゲストルームはふかふかで広いソファが並んでいて、テーブルの上にはすっごい美味しそうなお料理にスイーツ。フルーツまである。そしてワインクーラーには氷で包まれたワインが入っていた。

　異次元すぎる……！

　あまりのセレブリティぶりに硬直する私に反して、エイリークは実にリラックスした様子でコートを脱ぎ、クローゼットのハンガーにかけていた。なんでこんなすごい部屋で、まるでマイホームのようにくつろぐことができるのですか、エイリークさん。

「そんなところに立っていないで、はやくおいで」

　玄関で立ち尽くす私に、エイリークがおいでおいでと手招きしている。

　なんだか今すぐ回れ右をしたくなったが、笑顔のエイリークに背中を向けるのはどうにも心苦しく、私はそろりと忍び足で前に進んだ。

　とりあえずソファに座って、あたりを見回す。部屋は明るすぎず暗すぎないといった、ちょうど心地いい感じの明るさだった。庭に目を向けると、すっかり日が落ちた日本庭園に、温かみと趣のある照明がついている。

「夕食がまだだっただろう。だから、先にいろいろ頼んでみたんだ。結衣はアルコールはいけるか？」

　どうやらタクシーの中で電話していたのは、ホテル先だったらしい。

「お酒は飲めますけど」

　むしろ好きな部類です。あまり強くないけど、お酒自体はよく飲んでいる。

「俺の好みでワインを選んだが、他に好きな酒があるなら追加で頼むぞ。好きなのを選ぶといい」

　エイリークは私の隣に座ると、マガジンラックに挟まっていたメニューボードを渡してくる。

　すごい。さすが高級ホテル。お酒のラインナップまで豪華だ。種類豊富なのはもちろんのこと、普段じゃ絶対飲めないようなレアものまで揃えてある。

「ううっ、日本酒の並びがすごいし、ウィスキーの年代物もいっぱいある！　すごい。で、でも、ワインで大丈夫です、はい」

　私はメニューボードを閉じて、元の場所に戻した。エイリークが不思議そうに首を傾げる。

「日本酒やウィスキーのほうが好きなら、そちらにするが？」

「いやいや、せっかくここにワインがあるんですから。じゃないとワインが可哀想ですよ」

　私が真面目な顔をして言うと、エイリークはぷっと噴き出したあと、声を出して笑った。

「はははっ、ワインが可哀想。初めて聞いた」

「せっかく冷やしてあるのに、これをそっちのけで他のお酒を飲むなんて、私にはできませんよ」

　見れば、テーブルに並んでいるおつまみもワインに合うものばかりだし。エイリークはワイン党なのかな。私はなんでも好き党だけど。

「じゃあ、お言葉に甘えてワインを開けようか」

　氷を詰めたワインクーラーからワインを取り出したエイリークは、手際よくコルクを抜いた。ぽん、といい音が鳴る。

「ワイン開けるの上手ですね～」

「……普通だと思うぞ？」

「いやいや、ワインのコルクって、開けるの結構しんどいですよ！」

　私なんか、コルク抜きをグリグリやっているうちに瓶の中で分解されてしまう。だから私は、ワインを飲む時はいつもアルミキャップの安いやつである。

　さながら熟練されたソムリエのように、優雅な仕草でワインを注ぐ。そういうバイトでもしていたのだろうかというくらい恰好がいい。

　ワイングラスにとくとくと注がれる、梨色のお酒。ふわりとフルーティな香りが漂う。

「では乾杯と行こう。ここで結衣と出会った出会いに記念して」

「ふふ、乾杯」

　すごく気障な台詞だったけど、エイリークが言うとサマになる。まるで自分がお姫様になったみたい。この部屋もセレブリティ溢れすぎて現実味がないし、夢の中みたいだ。

　かちん、とグラスの音が合わさる。

　こくりと飲むと、優しい甘さで、透き通るような味のワインが喉をするすると通り抜けていく。

「はああ……」

　思わずグラスを両手で持ったまま、感動に震えてしまった。

　お、おいしい。美味しすぎる。今まで飲んできたワインの中でダントツ一位の飲みやすさ。観光でたくさん歩いた疲労が、この一口で一気に癒やされてしまった。

　隣で、エイリークがくすくす笑った。

「君って、実はお酒が好きなんだな」

「うっ、やっぱりバレますか？」

「ああ。そんなに幸せそうな顔をされたらね。ちょっとワインに嫉妬してしまうくらいだ」

「嫉妬？」

　私ははてなと首を傾げる。どうしてエイリークがワインに嫉妬するんだろう。

「腹が減っただろう。軽食もどうぞ」

「あ……うん。じゃあ、遠慮無く頂きます」

　私はテーブルに並ぶキラキラした料理に手を伸ばした。軽食といえど、内容は豪華である。種類豊富なサンドイッチにローストビーフ。魚介マリネっぽいのもあった。私は少し悩んだけど、とりあえずサンドイッチを取る。

　ぱく、と食べてみると、中身は甘酸っぱくマリネした生サーモンとクリームチーズ、パリパリのレタス。

「くうっ、サンドイッチおいしい……！」

　ただのサンドイッチなのにめちゃくちゃ高級な味がする。これ、他にも何か入ってるな。

　ちょっと塩気があってぷちぷちした感覚が楽しい。

　エイリークも同じサンドイッチを手に取ってぱくりと食べた。

「うん。おいしいね。キャビア入りなんて珍しい」

「キャビア……！」

　ぷちぷちの正体は世界三大珍味であった。今まで食べたことのない食材だったから、わからないのも当然である。

「キャビアが入っているからワインにも合う。ここの料理は当たりだったな」

「な、なるほど……」

　エイリークが何やら満足げに頷きながらワインを口にしているけれど、私はキャビアとワインの相性の良さはさっぱりわからない。

　だってこのワイン、それ単体でも充分美味しいんだもん。つまみがいらぬレベル！

　私は次にローストビーフをお皿に載せて、フォークで食べる。

「厚みがあるのに柔らかい～。ソースが抜群に美味しい！」

　とろりとしたグレイビーソースに絡んだローストビーフは、噛むと牛肉のうまみが口の中にあふれ出す。お肉の味はしっかりしていて、濃厚なソースにも負けていない。

「ふはあ、口の中が幸せです」

　お肉おいしい。高い牛肉は人類を救う。

　私が感動に打ち震えていると、エイリークは楽しそうにクックッと笑った。

「本当に美味しそうに食べるんだな。見ているこちらまで幸せな気分になるよ」

　そう言って、くいと白ワインを飲む。エイリークがワインを飲んでいる姿は、まるで映画のワンシーンみたいにサマになっている。

「エイリークって、お金持ちなんですね。こんなに美味しい料理を涼しい顔で食べているくらいなんだから」

　私もワインを飲んでから、ちょっとジト目で彼を見る。

　いや、別にひがんでるわけじゃないよ。ただ、こんなスイートルームに泊まれるくらいなのだから、それなりの富裕層ではないかと思っただけだ。

　エイリークは生ハムを口にしてから「そうだね」とあっさり認めた。

「否定はしない。俺はアメリカで会社を営んでいてね。ＣＥＯ……ええと、日本で言う社長のような立場だ。それなりに資産はあるほうだな」

「なるほど、納得」

　私はうんうんと頷いて、サンドイッチをもう一つ食べた。

　こういうところで変に隠さないのが外国人っぽい。日本だと、たいしたことはないと謙遜する人が多いから。

「改めて、今日は世話になったね。普段は現金を持ち歩かないから、つい日本でも同じような感覚で外出してしまったんだ。スマートフォンとカードがあればいいだろうってね」

「日本もカードやスマホ決済できるところが増えましたけど、まだまだ現金払いしかできないお店が多いんですよね。仕方ないですよ。本当に気にしないで下さい」

「我ながら情けなかったよ。完全に調査不足だった」

　エイリークは自分に呆れたようにため息をついた。

「でも、そのおかげで結衣に出会えた。……そう思うと、むしろラッキーだったな」

　ふっとこちらに顔を向けて、笑みを見せる。

「……！　う、まあ。私にとっても、悪くない時間でした」

　照れ隠しにワインを飲み干してしまう。するとエイリークがすかさずおかわりを注いでくれた。

「そういえば、エイリークって何歳なんですか？」

「俺は三十二だよ」

　即答されて、私は「えっ」と目を丸くする。

「け、結構年上だったんですね。もっと若いかと思ってました」

「ははっ、それは若々しいと褒められているのかな。結衣はいくつなんだ？」

「私は二十五歳です」

　素直に答えたあと、心の中で『そういえばもう二十五なんだよね～』とため息をつく。

　大学生の頃は、二十五くらいには結婚してるかもと思っていた。でも現実は、恋人に裏切られてばかりで結婚の気配などカケラもない。

　まあ今の時代、結婚が幸せのすべてではないし、必死に婚活したいほどじゃないけど。でも最近はやっぱり、両親にはちくちく言われてしまう。

　エイリークは小さく「二十五か」と呟いたあと、小皿にカナッペを載せた。

「結衣は、年齢が若い割にしっかりしているんだね」

「え、そうですか？」

　そんなこと言われたのは初めてだったので、目を丸くする。エイリークは優しく微笑んで、私のお皿にもカナッペをいくつか載せた。

「神社で臆さず俺に話しかけてくれた時からそう思っていたけれど、その後、一緒に観光した時も、行動がひとつひとつ的確だった。不慣れな土地なのに、たくさんある電車のうちから何に乗れば最短で行けるかとか、神社の場所とかね。迷うことなく俺を案内してくれただろう？」

「それは単に、新幹線の中で路線図と時刻表と地図を覚えただけですよ」

「今日の旅行プランは、新幹線の中で考えたのか？」

「はい」

　こくりと頷くと、エイリークはますます興味深そうに頷いて、私を見る。

「立ち入ったことを聞くけれど、もしかして、結衣の仕事は重役の秘書じゃないか？」

「えっ、なんでわかったんですか？」

　目を丸くすると、彼はちょっと困った顔をして微笑んだ。

「俺にも秘書がいるんだが、君と彼の思考や行動が似ていたんだよ。記憶力が良くて、時間配分が分刻みで完璧にコントロールしたプランを立てるのが得意だったりね」

　なるほど……って。私はそこまで完璧人間じゃないが。今回の京都旅行のプランだって、だいぶざっくりしたものだったし。さすがに褒めすぎというものである。

　でも、そうか。秘書がいるんだ。会社を経営していると言っていたし、秘書がいてもおかしくない。

「……プライベートに踏み込むのは、もしかしたらルール違反かもしれないが、もうひとつ、立ち入ったことを聞いてもいいかな」

　カナッペを食べたエイリークが、少し遠慮がちに訊ねてきた。

「ええ、いいですよ」

　私もカナッペをもぐもぐ食べた。どうでもいいけど、このカナッペもめちゃくちゃ美味しい。ふわっとホイップしたクリームチーズに、まったりしたフォアグラが載っていて、これを食べてからワインを飲むと、濃厚な味わいが舌の上で優しくとろけていく。

「最初の神社で、君はやけに『縁』に拘っていた。悪縁を絶ち、良縁を結びたいと願っていたね。最近、人間関係で何か辛いことでもあったのか？」

　私は目を見開いて、エイリークに顔を向ける。

　彼はただ純粋に私を心配している様子だった。軽い好奇心で訊ねたつもりじゃないんだろう。

　ワインを一口飲んで、考える。

　……まあ、いいか。別に隠すようなことでもない。むしろ他人に話すことで、気持ちが軽くなるかもしれない。

「最近じゃないですよ。ずーっと悪縁が続いていたから、神頼みに来たんです。もう頼れるところが神様くらいしか思いつかなかったので」

　へへ、と笑うと、エイリークは神妙な顔をした。

「私ね、昔から男運に恵まれていないんです。いつもいつも捨てられちゃう。それだけならまだしも、みんな、変なふうに私を誤解するんです。それがとにかく屈辱的で」

「差し支えなければだが、どう、変なふうに誤解されるんだ？」

　心底不思議そうにエイリークが訊ねた。私はやけ酒でもするかのようにワインを飲み干す。

「男を手玉に取って遊んでるって。『どうせビッチなんだろ』って言われるんです」

　エイリークが信じられないと、碧い瞳を見開かせた。

「それは……驚くほどの侮辱だな。俺がその場にいたら、理性を抑えることができないかもしれない。衝動に任せて相手を殴ってしまいそうだ」

「あはは。実際私も殴ってますよ」

　ふざけ混じりにえいっとグーパンチしてみせると、エイリークはクスクス笑った。

「そんな可愛いパンチじゃ、相手にとってダメージにもなっていないだろう」

「そうですね。私が怒っても反省ナシって感じでした。これまでに三人、男性と付き合ったことがあるんですけど、どれも同じような感じで別れてきたんです。向こうが浮気して、私が怒ったら、お前はセフレだった。それにお前だってセフレ作って遊んでるんだろって一方的に決めつけられて、喧嘩になって……」

　カラになったワイングラスを両手で持ち、はあーと長いため息をつく。

「友達にも言われたんですけど、私、多分……男を見る目がないんです。そのくせ惚れっぽくて、相手が『好き』って言ってくれたら、私も好意を持ってしまう。そんなお手軽な性格をしているから、変な男に捕まっちゃうんでしょうね」

　どうやったら、男を見る目が培われるのかなあ。まともな男とろくでもない男。誰か見分ける術を教えて欲しい。

「もう恋なんてしない。男なんてみんな浮気症なんだって思ったこともあったけど、それでも……やっぱり、相手に『可愛いね』って言われたら、嬉しくなっちゃうんです。単純だから、私」

　あはは、と困り顔で笑った。

　大学の頃、付き合っていた彼氏と喧嘩別れした時、いったんは『ひとりでいよう』と決めたことがある。高校の頃だって彼氏に浮気されたのだ。二度あることは三度あるとも言うし、男は浮気する生き物なんだと決めつけた。

　ひとりでいるのは別に寂しくない。仕事に、趣味のソーシャルゲーム、そして時々の旅行。それだけで私の生活はけっこう潤っていた。満足していた。

　なのに……ふと、友人の誘いで参加した街コンで『君、すごく可愛いね』と褒められて、たちまち舞い上がってしまった。『俺たち、気が合うと思うんだ。付き合おうよ』と誘われて、私は頷いてしまった。

　お互い社会人だし、それなりに責任能力もある。学生時代のように簡単に裏切ったりしないだろうと……相手を信じたのだ。

　でも結局、私は痛い目に遭った。それどころか、三人目の彼氏も、元彼と同じように私をセフレ扱いしていたのだ。遊んでる女だから当然だ、と決めつけて。

「見た目って大事ですよねえ……」

　はふーとため息をついて、グラスをテーブルに置いた。エイリークがワインを注ぐ。

「見た目？」

「私、遊んでるように見えるんだそうです。頼まれたら誰でもヤらせてあげるみたいな。押しに弱いところは確かにあるんですけどね」

　童顔で、背が低めで、胸が大きい。それだけじゃなく、強引にされるとつい流されちゃう性格も良くないのだろう。もっと頑なにならなければと思っているのだが、とにかく好意を向けられると弱いのだ。私を好きになってくれた人に冷たい態度を取るのが、どうにもできない。難しい。きっと私は、相手から向けられる好意を大事にしたいのだろう。信じたいと思ってしまうのだろう。……でも、そんなフワフワした八方美人な性格が『遊んでいる女』と決めつけられる要因になっているのかもしれない。

　持って生まれた性格というのは、なかなか自分の意志で変えることは難しくて。

　春海のすすめもあって、私はわざわざ神頼みをしに京都までやってきたのだ。

「なるほど。好意を向けられると無碍にはできない性格で、押しに弱い。それは確かに、悪い男に捕まりやすい要素だ」

　エイリークが冷静な口調で話す。私は注がれたワインを見つめて、こくりと飲んだ。

「しかし言い換えれば、君は人に冷たくできない優しい性格をしていて、相手の意見を尊重する柔軟な思考を持っているということだろう。その性格は仕事をする上で長所になっているはず。それに君はとても誠実な人間だ。結衣は、人に裏切られても人を裏切らない。そういう人だと俺は思っているが、当たっているかな？」

　優しい瞳で訊ねられて、私は顔がぽっと熱くなる。

　や、やだな。酔ってきたのかな。身体までぽかぽか暖かくなってきた。

「褒めすぎだと思いますが、私は、人を裏切りたくないです」

　例えどんなに『遊んでいる』と言われても、相手に浮気されても。

　私は浮気したり、裏切ったりはしたくない。他人の決めつけに「それなら」と開き直って、悪い人間になりたくない。

「それなら、結衣はただ、出会いの運が悪かっただけだ」

　そう言って、エイリークは私の頭をぽんぽんと撫でた。

　ドキッと胸の鼓動が鳴る。頭を撫でられたくらいでドキドキするなんて……。

「逆に言うと、出会いの運さえ恵まれたら結衣は幸せになれる。そうだろう？」

「そ、それは……そうかもしれないですけど」

　そんなに簡単に出会えないから、こうやって京都まで神頼みに来たのだが。

　……でも、出会いというだけなら、私は素敵な男性ともうすでに出会っている。

　今度こそ、すぐに信じてはいけないと、簡単に好きになっちゃだめだと自分を戒めているけれど、彼の魅力に惹かれている自分は確かにいる。

　エイリークという、ちょっと不思議な雰囲気を持つ、優しい男性。

「結衣。辛い恋を忘れるには、新しい恋をするのが一番だと思わないか？」

　そっと頬に触れてくる。私は、その手を払うことができなかった。

　酔っているから？　ううん、意識ははっきりしている。多少身体が重く感じるけど、動かせないほど泥酔してるわけじゃない。

「例えば君の目の前にいる──俺が相手ではどうだろう」

　そっと唇に暖かいものが触れた。それがキスだと気づくのに、まばたき一回分の時間がかかった。

「ふいうちは、ズルいです」

　私はエイリークを睨み、非難する。しかし彼は余裕めいた笑顔で、私の顎を人差し指でくいと持ち上げた。

「これくらいは挨拶みたいなものだろう？」

「日本では、挨拶じゃないんです！」

　拳を握って力説するも、私の手は優しく彼に掴まれた。

「じゃあ真面目に口説こう。結衣、俺の恋人になってくれ」

　私の手を握ったまま、エイリークはやけに真剣な顔をして囁く。そしてその顔が近づいてきた。

　キスされる。避けなきゃ。

　そう思ったのに、私の身体は石になったみたいに動かなかった。まるでエイリークの碧い瞳に魅入られたみたいに。

　そして私とエイリークの唇がそっと重なる。

「ん……」

　彼の唇は、今までに経験したどんなキスよりも甘く、優しかった。まるで鳥のように何度も私の唇をついばんで、くすぐるように触れてくる。

「は、あ」

　自然と熱い息が零れた。エイリークは、そんな私の吐息を食べるみたいに大きく口を開ける。そして、噛みつくような口づけをされた。

「んっ、あ」

　甘やかなリップ音。キスしかしていないのに、まるで性感帯を弄られているみたいに気持ちがいい。

　こんなふうに感じる自分が淫らに思えて、私はさっと顔をそらした。するとエイリークは私の両腕を掴んで、耳の裏に唇を寄せる。

「っ、ん、だめ……っ」

　こんなふうに流されてはだめだ。いつもそうやって失敗してきたじゃないか。しかも相手は外国人で、しかも観光客なんだ。そんな人と触れあうなんて間違っている──。

「結衣」

　私の耳元で、ぞくりと震えるほどに低く、そして甘い声で囁かれる。

「俺に恋をして。そうすれば君は、失恋の悲しみを越えて次のステップに進める」

「次の……ステップ？」

「新しい出会いは気持ちの刷新に繋がる。君だって、いつまでも過去のことに拘り、足踏みしていたくないだろう？」

「それは」

　私が目を伏せると、エイリークは私の耳朶にキスをした。びくりと身体が反応する。

「さあ俺に恋をして。俺は今夜、恋人として君に触れよう」

　耳朶を食み、リップ音を鳴らせる。腕を掴んでいた両手はするすると下に降りて、私の腰に腕を回した。

　エイリークの腕の中、上からキスが降りてくる。

「ん……あ」

　ちゅ、ちゅ、と何度も軽く唇を重ねて、鼻の頭や頬、瞼にもキスを落とす。

　こんなキスは初めてだった。

　エイリークの、いたわりの気持ちが伝わってくるような優しいキス。

　心がほわんと温かくなる。ぬるま湯に浸かっているような心地よさを感じる。

「結衣、舌を入れるよ」

　口元で囁かれて、私はこくんと頷いた。すると彼の大きな口が私の唇を塞いでしまう。

「んっ」

　身じろぎをする。私を抱きしめる力が強くなる。

　ちろりとエイリークの舌が私の唇に触れた。まるで性感帯に触れたみたいに、身体がぴりぴりと痺れる。

　温かみのあるエイリークの舌先が私の唇を辿って、するりと口腔に侵入した。

　厚みのある舌が、ねっとりと歯列を舐める。舌の裏を探って、私の身体が緊張で硬くなる。

「……っ」

　彼の舌が、奥に縮こまっていた私の舌を探り出し、ぬとりと絡め取った。

　舌の表面を、彼の舌先がツツと辿る。くすぐるように舌先同士を舐め合ったあと、彼は私の舌を吸い取った。

「はっ、んっ」

　じゅるると吸われて身体がぷるぷると震えた。彼の口腔で、私の舌が甘くいやらしくいたぶられる。

「はっ、は……あ……」

　息が上がる。顔は火照って、いつの間にか身体は汗ばんでいる。

　未だかつて体験したことのない濃厚な舌の絡み合いは惜しむように終わって、エイリークはゆっくりと身体を離した。でも、本当は離れがたいとお互いが思っているみたいに、舌と舌に唾液の線が繋がって、ぷつんと切れる。

「──まるで、先ほどのワインを味わっているような顔をするんだな」

　そっと顎を摘まんで、エイリークが碧い瞳を細める。

「え……」

「結衣の可愛い瞳が潤んで、うっとりと頬が赤らんでいる。俺の舌を味わった気分はどうだ？」

　耳元で囁く。お腹の奥がジンと痺れるような低音に、ぷるっと身体が震えた。

「気分は、良かった……です」

　恥ずかしさを覚えながらも、素直に答えた。エイリークが嬉しそうな顔をする。

「よかった。もっと触れてもいいかな？」

　それは、キス以上のことをするということ。

　本当にエイリークは紳士だった。彼が私をホテルに誘った時、無理矢理はしないと口にしていたけれど、本当だった。

　ちょっと強引だけど、彼はずっと、逃げ道を用意してくれている。

　私が一言嫌だと拒絶したら引いてくれる心の余裕を持っている。

　本当は、いけないとことだ。こんなの、行きずりのナンパ男と関係を持つのと何ら変わらない。遊んでいるとなじられても、何も言い返せない。

　でも──。

「いいですよ」

　まるで蚊の鳴く声のように小さい声。でも私は頷いていた。これ以上に踏み入る許可を出してしまった。

　緊張でばくばくと心臓が鳴り響いている。こんなふうに、名前しか知らないような男性に身体を許すのはもちろん初めてだ。まるで悪いことをしているような気分になる。

　でも、その『悪いこと』はどうしてか、不思議な魅力に溢れていて。

　いけないことなのに、一度くらいなら体験してみたいと──好奇心のような気持ちが湧き上がっている。

　だって、こんなにも素敵な人なのだ。

　見蕩れるほどに相貌が整っていて、夢のようなセレブリティな部屋で、まるでお姫様のように扱ってもらって──。

　ここまでのレベルを望んでいたわけじゃない。私はもっとささやかな幸せを願っていた。

　エイリークも、本気で私を恋人にしたいと思っているわけじゃないはず。

　これは一夜限りの恋。夢のような時間だから、朝になったらすべてが終わる。

　彼は自分の国に帰るし、私は東京での日常に戻る。

　だから、今だけは夢を見てみたい。彼が言ったように、悲しい恋を乗り越えて新しい気持ちに刷新するために。

「……忘れさせてくれますか？」

　静かに訊ねると、エイリークはにやりと笑った。それは初めて見る──まるで悪人のような顔。でも、ドキリと胸が高鳴るほど艶めいていた。

「君が望まずとも、すべて忘れさせてあげるつもりだったよ」

　そう言って、彼は親指で私の唇を拭った。

「俺が、君の過去を上書きしてやる」

　エイリークの指がするりと私の首筋を通り、私の服に触れた。

「ここで？　それともベッドに行く？」

「ベッドで……」

　ソファも充分座り心地がいいけれど、大柄なエイリークには窮屈だと思った。彼は「了解」と短く返事して、私の身体を抱き上げる。

「わっ！」

　あまりに軽々と抱き上げてしまうので、びっくりしてしまった。思わずエイリークの首に抱きついてしまう。

「ははっ、男に抱き上げられるのは初めてか？」

「初めてですよ。普通は抱き上げないです。お、重くないですか？」

「全然。むしろ軽すぎて心配になるくらいだ。もっと食べたほうがいいんじゃないか？」

「それは……ちょっと遠慮したいです」

　体重はいろいろセンシティブな話題なのである。エイリークはああ言ってくれているけど、私は個人的に、もう少し体重を絞りたいなあと思っているのだから。

　エイリークは私を抱き上げたまますたすたとリビングルームを横切って、ベッドルームに入る。

　そこはキングサイズのベッドが鎮座していて、温かみのある電球色のダウンライトが仄かにベッドを照らしていた。

　まるで宝物のように、私をそっとベッドに寝かせてくれた。

「エイリークって、モテるんでしょうね」

　手慣れているとまでは思っていないけど、何となく、女性には困っていない感じがした。終始行動がスマートだし、余裕めいたものを感じる。

　エイリークはベッドのふちに座って、ジャケットを脱いだ。

「結衣もモテるんだろう。服は、自分で脱ぐ？　それとも俺に脱がされたい？」

「じ、自分で脱ぎますっ！　……私はモテてるわけじゃないです。ただ、ちょろいので、お手軽に声をかけられてるだけですよ」

　可愛いねと軽く褒めただけで本気に取って、すぐに愛想を振る私。人懐こい犬と変わらない。

　今までの元彼は浮気ばかりして酷い人だと思っていたけれど、きっと私がちょろいから、浮気くらい構わないだろうと軽く見られてしまったのだ。

　もっと警戒心のあるしっかりした女性が相手だったなら、彼らは浮気なんてしないで、もっと慎重に行動したのかもしれない。

　私が……悪いんだ。きっと。

「俺も、モテてるわけじゃないよ。声はよくかけられるけどね。結衣と同じだ」

「……嘘。エイリークに向けられる好意は、きっと全部本物ですよ」

「そうだったらいいんだが、あいにく俺は利用されるばかりでね。実はわりと弄ばれてばかりの憐れな男なんだ」

　シャツを脱いで上半身裸になったエイリークは、こちらに顔を向けてウィンクをした。

「ところで、脱がないのかい？」

「あっ……ま、待って」

　私は慌てて服を脱いだ。下着はどうしようかなと考えたけれど、ここまで来てそこだけ脱がないのも情けない。私は意を決してブラジャーだけ外す。

「脱いだけど……。さっきの話、冗談でしょう？　エイリークほど素敵な男性が、利用されたり弄ばれるなんて、想像がつかないです」

「世の中には酷い女性もいるんだよなあ。だから俺には、君が天使に見えるよ」

　エイリークはベッドに座ると、裸になった私の肩に触れる。そしてゆっくりとベッドに押し倒した。

　とさりと、私の背中がベッドシーツに触れる。

「それは私が……簡単に、身体を許した、から？」

「何を言っている。俺はそんなこと一ミリも思っていない。拒絶されたら、何とか口八丁手八丁で口説き落とすつもりだったしね。単に結衣が、常に人を思いやれる優しい人だからだよ」

　肌の質感を確かめるみたいに、彼の硬い手が私の腕を滑る。覆い被さるエイリークの胸板は厚くて硬く、そして暖かかった。

「運命なんて信じていなかったが、今なら信じられそうだ。運命の出会いとは、こんなにも俺を昂ぶらせて心をはしゃがせるものだったのだな」

　エイリークは私の手を取ると、自分の胸に当てた。

　手の平に、彼の心臓の鼓動が伝わってくる。とくとくと早い心音は、確かに彼が興奮していることを物語っていた。

　かあっと顔が熱くなる。

　まるで両思いになった恋人同士のようだと思ってしまった。

「結衣。俺は君に恋しているよ」

「今日、初めて会ったのに？」

「思慕に時間は関係ない。俺は君に出会って、初めてその事実を知ったんだ」

　首筋に唇を落とす。その唇は肌の上を辿って、彼は私の匂いを吸い込むように胸元で深呼吸をした。

「甘く、柔い香りだな。……自分でも驚くほど、気持ちが興奮する」

　私の太ももに硬いものが当たった。

「…………っ」

　みるみると顔が熱くなる。ズボン越しに、彼のものはすっかり硬くなっていたのだ。

　エイリークの熱い両手が、私の肌の上を滑る。

　大切な骨董品を扱うみたいに優しく、質感を確かめるように柔らかく。

　肩から手首、身体の曲線に沿って首から腰。

　……そういえば、こんなふうにじっくりと触れられるのは初めてだ。今まで経験したセックスはどれもガツガツしていたから、何だか不思議に感じる。

　裸で触れあっているのに、心は穏やか。ドキドキしているのに、落ち着いている。

　その落ち着きは『冷めている』とはまた違っていた。自分はいつの間にか、心からエイリークを求め、受け入れているんだなと自覚する。

　すす、とエイリークの手が動いた。両手で私の乳房をふかりと掴む。

「んっ」

　ぴくんと反応する。エイリークの碧い瞳が優しく細まる。

　ボリュームのある乳房をやわやわと揉みしだき、唇にキスをしてくれる。

　ああ、なんだろう、この気持ち。

　理由もなく涙が出そうになった。

　優しく扱われているのが嬉しい。丁寧に抱かれていることに幸せを感じる。

　私にとってセックスは、楽しいものでも辛いものでもなかった。それなりに気持ちがいい時もあるけれど、時間の大半は退屈で、時に痛みを帯びるものだった。

　気持ちがいいフリをして、アダルト動画で見かけたような甘い喘ぎ声を出しておけば相手は満足する。そんな演技をしながら心のどこかで『早く終わって欲しい』と考えていた。

　セックスは別段したいものではなく、ただ、恋人同士であれば受け入れなければならないことのひとつに過ぎなかった。

　でも──今は、違う。

　相手は恋人でもないのに、一夜だけの間柄なのに。

　どうしてこんなにも、私に微笑みかけてくれるの？

　エイリークはたっぷりと私の乳房の柔らかさを楽しんだあと、きゅっと乳首を摘まんだ。

「は、あっ」

　自然と声が出る。演技でも何でもなく、単純に気持ちがよかった。

　爪で皮膚を抓り上げるような痛みはない。その力加減は絶妙で、彼は巧みに私の性感帯を刺激する。

　エイリークは私の指を交差して握りしめた。彼の手は熱く、力強い。私とは違う、男らしい手。

　ドキドキする。そういえば、セックスで手を繋いだのも、初めてだ。

「結衣、今の君の顔はとても可愛らしい。閉じ込めて独占したいくらいだ」

「やっ、そんなことない。きっと変な顔、してる。だって……っ」

　はっはっ、と息が上がっていく。乳首を摘まむ指の力が少しずつ強くなって、それに比例して快感も増していく。

「すごく気持ちいい、もの。絶対変な顔、してるっ」

「ああ、君は素直に快感を覚えて、実に悦い顔をしている。それが可愛いんだよ」

　首元にキスをして、つつ、と舌でデコルテをなぞる。

「決して、他の男には見せないでくれ」

「……っ、は、あっ！」

　いたずらに肌に口づけていたエイリークの唇が、乳首に触れた。私の身体がピンと弓なりにしなる。

　ちゅ、ちゅ、と何度も鳴るみだらなリップ音。その度に甘やかな快感が刺激され、びくびくと反応する。

　てろりと赤い舌が伸びて、舌先で乳首を突いた。

「あっ、ん！」

　くっと顎が上がって目を強く瞑る。

　唾液で濡らした舌先は留まることを知らず、ちろちろと乳首を舐め回した。そして口に含んでじゅくっと吸われて、私はあられもない声を上げる。

「あああ……っ！」

　いやだ、気持ちいい。どうしよう、本当に感じている。

　エイリークの愛撫には痛みが一切ない。ただただ気持ちが良くて、それだけに頭がどうにかなってしまいそう。

　口腔で、乳首がねっとりと舌で転がされる。

　身体中が敏感になって、握り合った彼の手すら快感を覚える。

　いつの間にかもじもじと太ももを擦り併せていた。彼が私の乳房を愛撫するたび、私の秘所がきゅんと切なくなるのだ。

「は、あ……エイリーク……」

　回らない舌で彼の名を呼ぶと、ちゅっと一際大きな音を立てて、彼は乳首を吸った。

　びくん、と肩が震える。

「君の反応は淑やかでいいね。喘ぎ声も控えめで、一生懸命我慢しているのがわかるよ」

「ううっ」

「もっと──もっと、いじめたくなるな。こんな気持ちを覚えたのは初めてだ」

　ダウンライトに反射して、エイリークの碧い瞳が仄暗く光る。

　どきりと胸の鼓動が高鳴った。秘所がじわりと潤むのがわかる。

　どうして。私はそんな性癖はないはずなのに。

　エイリークにはいじめられたいと思ってしまった。この人の愛撫に堕ちてみたい。この感覚は何だろう。わからないけど、もしかしたらこの気持ちが。

　──恋、というものなのだろうか？

「結衣はどうかな。今の気分は？」

　唾液で濡れた乳首を弄りながら、もう片方の手が私の肌の上を踊って、下に降りていく。

　私はドキドキしすぎて、口から心臓でも飛び出しそう。

　興奮で息が上がる。はっはっ、と犬みたいにはしたなく呼吸を繰り返して、エイリークに訴えた。

「もっと、いじめて……エイリーク」

　これが一夜限りの恋でもいい。人生でたった一度でも構わない。

　私は初めてセックスが気持ちいいと思っているのだ。だからこのまま夢を見ていたい。

　今夜、だけで充分だから。辛い過去を乗り越えて前に進むために、快感を刻んで欲しい。

「これまでの嫌なこと、ぜんぶ忘れさせて」

「ああ。いい子だね、結衣」

　エイリークは私の頭を抱き込んで、優しく頭を撫でてくれる。そして前髪の生え際にキスを落とした。

「お望み通り、ぜんぶ俺が洗い流してあげよう。だからもっと君も、乱れるといい」

　この刹那を存分に愉しむために。

　私はこくりと頷いた。エイリークは私の唇にキスをして、口をこじ開ける。

　私の舌はあっという間に絡め取られて、ちゅくちゅくと濃厚に舌を絡ませる。同時に彼の片手はするすると秘所に伸びていき、潤いを帯びた秘裂をくちりと開いた。

「ふふ、君の身体は本当に正直だな」

　ぬるりとした蜜を指で拭い、秘裂の襞に塗りつける。

「んっ、ん、だって、あむ」

　あなたの愛撫が気持ちよかったんだもの、と言おうとしたのに、キスで口を塞がれた。

　エイリークの指の腹が、ぬるつく秘裂を探り、きゅっと秘芯を摘まんだ。

「～～っ！」

　ビクビクと身体が反応して、腰が震える。エイリークは片腕で私の身体を力強く抱きしめて、尚も秘裂を愛撫した。

　滴る蜜は止めどない。彼が拭っても拭っても溢れ出て、私の内腿につたりと零れる。

　エイリークはたっぷりと蜜を秘芯に塗りつけ、優しく指の腹で擦った。

「はっ、は、んんっ」

　私の呼吸を邪魔するかのように、エイリークが濃厚に舌を絡ませてくる。私は息苦しさを紛らわせるかのように、必死に舌を絡ませた。

「はっ……は」

　エイリークも息が上がっている。奪い合い貪り合う舌のまぐわいに気分が昂ぶって興奮が増していく。

　はしたなく滴る蜜のせいで、エイリークが指を動かすたびにぬちぬちと音がした。

　淫らな音が耳を犯し、頭の中がぐるぐるとかき混ぜられる。

　充分に潤ったのを確認して、彼はふいに中指で蜜口を弄り始めた。

「あっ……」

　来る、と思った時、彼のごつごつした指が膣内に挿し込まれる。

「やっ、う……っ」

　緊張に、ぎゅっとエイリークの首にしがみついた。彼のキスが、私をなだめるような優しいものに変わる。

　ちゅ、ちゅ、と啄むようなキスを繰り返しながら、秘所では中指の付け根まで膣内に侵入し、関節を曲げてナカを刺激する。

「はああ……」

　腰が砕けてしまいそうな愛撫に、私はため息にも似た声を出した。

　膣に指を入れられるのは初めてではない。なのに、この感覚は初めてだった。

　今までは痛くて仕方なかったのに、むしろ今は気持ち良くて蕩けてしまいそう。

「ああ、なんて顔をしているんだ」

　唇を外したエイリークはうっとりと私を見つめ、目元にキスを落とす。

「あまりに魅力的で、こっちが狂ってしまいそうになる。結衣……君は、可愛いよ」

　首やデコルテに唇を落とし、私の腰を抱いて身体を密着させて、彼は膣内の愛撫を続けた。彼の太い中指が膣奥をコリコリと弄り、ちゅぷちゅぷと淫らな音を立てて抽挿する。

「あっ、は、はあっ、ああ！」

　狂ってしまいそうなのはこちらのほうだ。理性なんて、すでに殆ど溶けている。

　気持ち良かった。

　こんなに気持ちがいい愛撫は初めてだった。涙がじわりと浮かんで、その涙を隠すようにエイリークの胸に顔を擦りつける。

　ふわりと薫る、上品な香水の香り。この匂いにもっと包まれたい。

　私の腰をしっかり抱いていた彼の腕が動いて、臀部を掴む。優しくもみほぐして、後ろから秘所に触れてきた。

「ああっ」

　私はもっとエイリークと触れていたくて、彼に抱きつき、秘所を密着させた。

　こんなにも積極的に誰かを求めたのも、もちろん初めてだ。

　エイリークは抽挿していた指を抜き、私の蜜でぬるぬるになった指で秘芯を弄る。そしてもう片方の手で蜜口の周りをくすぐった。

　あられもない嬌声が私の口から飛び出る。両手で秘所を弄られる感覚は初体験で、それは頭がおかしくなってしまいそうなほど気持ちが良く、私はいつの間にか自分から腰を動かし、彼の指の動きに合わせて擦りつけていた。

　なんてはしたない行為だろう。こんなに乱れてしまうなんて思ってもみなかった。

　でも、今この時を存分に感じたい。

　幻滅されても構わない。……だって、今夜だけ、なんだもの。

「あぁーっ！」

　その時は唐突にやってきた。快感が頂点に昇って、白く爆ぜる瞬間。快感の極みに到達して、私はぎゅっとエイリークを抱きしめてひときわ大きな声を上げる。

　こぽりと、恥ずかしいくらいの蜜が零れ出た。

　全身が硬直して、ぴんと背中が伸びる。足のつま先まで力が入るほどの絶頂を堪能したあと、身体はゆるゆると弛緩した。気づけば、背中に汗をかいていた。

　私がイッたのを確認して、エイリークはようやく愛撫を止めた。身体を起こして、妖艶に私を見つめて微笑む。

「結衣はイキ顔も愛らしいんだな」

「そっ、そんなの言われたの初めて……です」

　はあはあと息を切らせながら言うと、スッとエイリークの瞳が細くなった。その表情は鋭利なナイフのようで、少しだけ怖い。

「ああ──これが、嫉妬か。俺もこんな気持ちを覚えたのは初めてだ」

「嫉妬……？」

「仕方が無いと分かっていても、妬いてしまう。君が達した可愛い顔を、他の男も見ているんだと思うとね」

　ふう、と拗ねたように目を伏せ、ため息をつくエイリーク。私は目を丸くしたあと「えっと」と言葉を発した。何だか恥ずかしいな。でも誤解は解いておきたい。

「その嫉妬はお門違いですよ。私、今まで人前でイッたことなかったですから」

「え？」

　今度はエイリークが目を丸くした。私はばつが悪くなって苦笑する。

「その、私にとってセックスは、そんなに気持ちいいものじゃなかったので……。そこまで気持ちがいいとも思ってなかったし、もちろんイッたこともありませんでした。そういうフリは何度かしてましたけど」

「そう──なのか。じゃあ、今のは？」

「今のは……」

　かあっと顔が熱くなる。彼の碧い瞳を直視することができなくて、私は目をそらした。

「本当に、気持ちが良かったんです」

　自慰でイくことはあったけど、誰かに導いてもらうのは初めてだった。それがこんなに……自慰を越えるほど気持ちがいいことだったなんて、知らなかった。

「だから、嫉妬する必要はないっていうか……。エイリークだけだから」

　ぼそぼそと言い訳のように言っていると、突然、彼は私を抱きしめた。あまりに力任せの抱擁に、私はたちまち息苦しくなる。

「ああ──嬉しい」

　感極まったようにエイリークが呟く。

「単純だけど、嬉しい。これからも俺だけが独占したい」

　彼は本当に幸せそうに言った。まるで本心からの言葉みたいだった。

　私はふっと瞳を和ませて、エイリークの頬に触れる。

「私も……あなたに独占されたいですよ」

　夢のような望みを口にする。エイリークはぱっと顔を明るくさせた。

「本当か？」

「もちろんですよ。エイリークより素敵な男性に出会える可能性なんてゼロでしょうし」

「じゃあずっと一緒にいるって、約束しよう」

「それは……さすがに難しいと思いますけど」

　何せ住んでる場所が違いすぎる。遠距離という次元を越えている気がする。

　しかしエイリークは私の呟きを聞いていなかった。ニコニコしてズボンのボタンを外している。

「言質は取ったし、あとは段取りを組むだけだな。ああ、この先が楽しみだ」

　そう言って、エイリークは下着と一緒にズボンを脱ぐ。私と同じ、真っ裸になった彼の身体がダウンライトに反射して妖艶に浮かび上がった。

「…………」

　思わず興奮も忘れてしまうほど、エイリークの身体は綺麗だった。

　ほどよくついた筋肉に、引き締まった身体。くびれた腰。そして……。

「大きっ……!?」

　私は思わず身を起こしてしまう。だってエイリークのその……ええと、モノは、びっくりしてしまうくらいの巨大サイズだったのである。

　がっ、外国人は大きいと聞いたことがあるけれど、想像以上というか、えっ、これ入るの？　私、平均より小柄だし、絶対無理な気がする。

「ま、待ってエイリーク。あの、私」

「大丈夫。念入りに解かしたから、問題ない」

「いいいい、いや、確かにかつてないほど濡れてはいるんだけど、ちょっとそんなに大きいのは、見たことなくてっ！」　

　びびる私に、明るく笑うエイリーク。

「そんなことない。平均の大きさだと思うぞ。比較したことはないが」

「アメリカサイズと日本サイズを一緒にしないでください！　絶対無理。さ、裂けちゃうよ、そんなの……っ」

　ぷるぷると首を横に振ると、エイリークは、天を向いてヤる気満々のソレを一瞥し、ふむと腕を組む。

「では、こうしよう」

　妙案を思いついたように、エイリークは私の身体をクルッと半回転させた。

　エイリークから背を向けたうつぶせの状態。つまり、バックの体勢である。

「これなら、俺のを見ないで済むだろう？　バックはやりやすいし、丁度いい」

「いやその、見る見ないの問題じゃないような！」

　私の非難をよそに、エイリークはひょいと私の腰を両手で持ち上げた。

「大丈夫。俺を信じて」

　後ろから包み込むように覆い被さって、エイリークは私の耳の後ろにキスをする。

「んっ……」

　それだけで、私の下腹がきゅんと疼いた。キスだけで感じるなんて、私はどれだけこの人に弱いのだろう。

　エイリークは私の秘所に手を伸ばして、くちりと秘裂を開く。

　そして彼のものが蜜口にあてがわれた。

　緊張でドキドキする。あんな大きなものが入ってきたら、どうなるのか……まったく想像がつかない。

「力を抜いて」

　耳元で甘く囁かれて、腰の力がなくなっていく。エイリークは脱力する私の腰をしっかり片手で抱えると、ぐりりと容赦なく、膣内に杭をねじ込んだ。

「あっ……ああ……っ」

　まだカリの部分しか入っていないのに、蜜口がすごく開いているのが自分でもわかる。

　エイリークは両手で臀部を掴み、ぐりぐりと侵入を続けた。

　狭い隘路をぞりぞりと削るように、杭が突き進んでいく。その感覚は例えようもない圧迫感と、息を切らすほどの質量。

　でも不思議と痛くはない。ただ、大きくて硬い。エラの張った部分が容赦なく隘路を抉る感覚が、おかしくなりそうなほど気持ちがいい。

「ああ、ンー！」

　私は顎をくっと上げて嬌声を上げる。

「呼吸して。君の呼吸に合わせるから」

　いつの間にか歯を食いしばっていた。エイリークの人差し指が優しく私の口腔に入ってきて、舌をくすぐる。

「ひゃ、ふ、んっ」

　私は否応なく口を開かされた。はくはくと呼吸を繰り返すと、唾液が零れて彼の指を伝う。

　異物の侵入は私が思っていたよりもずっと長かった。私が息を吐くタイミングに合わせて少しずつ杭が挿入っていく。

　こんな時でも私を気遣っているのだ。少しでも苦痛がないよう、じっくりと時間をかけている。そんな彼の心遣いが嬉しく感じる。

「ああ、結衣……っ」

　一際強く、エイリークが腰を打ち付けた。ドン、と衝撃を感じるほどの快感が子宮に届く。最奥に到達した彼の先端が、ぐりぐりと子宮口をノックした。

「全部呑み込んだ。君は本当にいい子だな」

　耳元に、艶めいた声で囁く。獣のような舌なめずりをされて、私はドキドキと興奮を覚えた。

「あ、あう……」

　何か言葉を発したかったけど、彼の人差し指が口腔に入っているから喋れない。

「さあ、ご褒美に気持ち良くしてあげよう」

　ずるりと大きな杭が抜かれた。隘路を擦る感覚に背中がさざめく。

「ああ……っ！」

　ぎりぎりまで抜いた杭は、ふいをつくように再び侵入した。次は容赦なく最奥に打ち付けられる。

　臀部と彼の付け根がぶつかって、パンと乾いた音がした。

「ふ、ぁ……っ」

　戦慄く身体。彼は片手で私の腰を支えたまま、再び抽挿した。ぞりぞりと隘路を抉り、最奥に先端を突き、ぐりぐりと擦り上げる。

　口の中には彼の人差し指。すっかり唾液にまみれて濡れている。彼は私の舌をかき混ぜるように弄りながら、味わうように時間をかけて杭を抽挿した。

　その、ねっとりとしたストロークに身体が歓喜する。セックスがこんなにも気持ちがいい行為だなんて……知らなかった。

「息苦しいだろうに、それでも俺の指を噛まないところに、君の優しさを感じるな」

　耳朶に直接響く甘い囁きに、身体がぴりぴりと痺れた。

「優しく……なんか……でも、あ、きもち、よくて」

　舌で彼の指を押しのけて話すと、エイリークはふっと笑う。

「ああ。俺も気持ちがいいよ。結衣のナカは狭くて、常に俺のモノにまとわりついてくる。膣奥を刺激すると、俺を離したくないかのようにぎゅっと締まって、たまらない」

　はあ、とエイリークは熱いため息を吐いた。そして身を起こすと両手で力強く腰を掴む。

「君のナカが少しずつ俺のカタチに馴染んでいく。支配欲や独占欲が刺激されて──最高に興奮する。こんなふうにね」

　パンッと一際強い打音がした。先端ぎりぎりまで抜いた杭が勢いよく膣奥を穿つ。

「ああんっ！」

「悪いがもう理性が保てない。君の啼き声や、涙を浮かべる顔が可愛すぎて、限界だ」

　もう一度。もう何度も。

　彼は私の腰を掴んで容赦ない抽挿を続けた。私の身体は膣奥を突く振動に合わさってガクガクと震える。

　じっくりと愛撫されて、私の蜜は充分に潤い、そして気遣いのある抽挿で、ナカはすっかり解れて、彼のカタチに馴染んでいる。

　そんな状態での抽挿は、私まで理性を失ってしまうくらい気持ちがよくて、私は快感に抗えずに声を上げた。

　彼の付け根が臀部に当たる打音は段々と水気を帯びたものになる。汗や蜜が迸って、互いに獣のような息を吐いた。

「あっ、あっ、エイリーク……っ！」

　またあの感覚が来る。身体がびるっと震えて、頭の奥が白くスパークする。

　最中にイくのも初めてだったけど、彼は絶頂に達して脱力する私の腰を尚も力強く掴み、何度も腰を打ち付ける。

「まっ、待っ、イッたばかりで、頭が、おかし……っ」

「はあ、好きなだけイけばいい。狂うほどにハマらせてやる」

　後ろから耳朶を食み、獰猛な囁きを零す。

　抽挿の振動に揺れる乳房を掴み、快感を促すように乳首を抓る。

「いやぁ、んっ！　そこ、弄らないでえ」

「いやと言われるとやりたくなる性分でな。ああ、俺も……限界が……っ」

　ぐりりと先端が膣奥を突き、何かを促すように擦る。

　はくはくと息を吐く。下腹に鈍い痛みを感じる。快感のあまり子宮が降りてきて、その口を開く。

「あ……くっ」

　そんな無防備な子宮口に向かって、エイリークは己の欲望を迸らせた。きゅうっと子宮口が窄まって、彼の吐精を呑み込む。

「あ、ごむ……」

　とろとろと注ぎ込まれる快感を味わいながら、私はぼんやりと呟いた。

　避妊、してない気が……する。

　それがどういうことかを深く考える前に、エイリークは私の身体を強く抱きしめた。

「いいんだ。これで」

　視界が薄らぐ。こんなにセックスで感じたのも、何度も達したのも初めてで、更にワインの酩酊が戻って来たのか、急激に睡魔を感じた。

「結衣はもう、俺のものだ。俺がそう決めたからな」

　何を言っているの。私は誰のものにもならないよ。

「いいや。──絶対に逃さないから、観念するといい」

　睦言のように甘くとろける声で、何かとても獰猛なことを囁く。

　そして、私の意識は睡魔に堕ちた。








第二章　予期せぬ再会と猛攻撃








　ぼーっとしながら、破棄する書類をシュレッダーにかける。ゴトゴトと振動するシュレッダーを見つめて、私は先日の京都旅行を思い出した。

　あのとんでもなく気持ちいいセックスから……どうなったのかというと……。

　まあ、どうということにもならなかった。

　私は朝までぐっすり寝てしまって、朝起きたらニッコリエイリークが隣にいた。

　そして一生に一度しか機会がないような豪華な朝食をルームサービスでご馳走してもらったあと、私たちはすっぱり京都駅で別れたのだ。

「じゃあ、また今度」

　彼は笑顔でそう言って、立ち去る私に手を振っていた。

　また今度ってなんだろう。アメリカ流のお別れの挨拶なのかな。シーユーアゲインってそんな感じの意味だもんね。

　そんなことよりも大問題。ハッと気づけば中出しされていた事件であるが、こちらはセーフだった。東京に帰ったあと、数日後に生理が来たのである。

　旅行の日程が生理直前でよかった……。

　でもちょっぴりエイリークの子供が宿ってしまったらと想像した。

　意外にも、それはそれで不思議と悪い気はしなかった。元々男運が悪い私だし、これから先、エイリークほど素敵な男性に会える可能性は皆無だろう。

　それなら結婚を諦めるのもアリかなと思ったのだ。

　そして、つかの間でも真剣に恋をしたエイリークとの子供を育てる……。シングルマザーは大変だけど、実家に帰って両親にヘルプを頼む方法だってあるし。だから割と真面目に覚悟していた。それだけに生理が来て、ちょっとガクッとしたけれど……まあ正直ホッとはした。

「ふう」

　書類を処理し終えて、シュレッダーの電源を切る。

　京都旅行から一週間ほど過ぎたけれど、私は時々こんなふうにボーッとしてしまう時間が増えてしまった。もちろんエイリークのせいである。

　もう二度と会うことはないんだろうと思うと、やっぱり寂しかった。

　けれど、相手はアメリカに住んでる社長さんで、私はしがない中小企業の社長秘書。まったく接点がない。だから諦めるしかないのだ。それを覚悟した上で彼と肌を重ねたのだから後悔はしていないけど、寂しいという気持ちは嘘でごまかせるものじゃない。

「でも、いつか摩耗する感情なのかもね」

　朗報もある。あの一日があったおかげで、私の気持ちはすっかり回復したのだ。元彼の思い出なんて遙か遠くに置き去りにしている。それくらい、エイリークと過ごした一日は濃厚で忘れがたく、そして強烈な思い出になった。

　辛い恋は綺麗に洗い流され、エイリークへの恋で上書きされたのだ。

　残念ながらその恋が成就することはないけれど、私はいつまでも忘れないだろう。

　彼に恋をして、その気持ちが終わることがないのなら、それは永遠だ。つまり、これから先誰かに恋することもないし、可愛いとか素敵だねと褒められても、前のように惚れることもない。だって私の心はもう、エイリークのものなんだから。

　そう思うと気が楽になった。これからは男がどうとか結婚がどうととか悩まずに済むのだから、すっかり肩の荷が下りた気分だった。

　ただ、いつか孫が欲しいと言っている両親の期待には応えられないのが申し訳ないけど。

　うーん、そう考えると、やっぱり子供は欲しかったな……。エイリークとの子供なら、絶対間違いなく可愛いだろうし、そういう人生も悪くなかったな。

　その時、電話が鳴った。私はすぐに受話器を取る。

「はい。株式会社トドリキ電子です」

『矢渡さん、僕だよ～』

「社長……どうしたんですか？」

　電話の相手はウチの社長だった。私の仕事は、彼のスケジュール管理及び、細々した雑用をこなすことである。

　今の時間、彼は外国から来た取引先の社長と打ち合わせをしているはずだ。

　それにしても、いつもなら用事がある時はスマホに直接電話してくるのに、外線にかけてくるなんて珍しいな。

『ごめん。ちょっとアクシデント。実は出先で怪我をしちゃってね。そのひょうしに携帯を壊してしまったんだ』

「あら、大丈夫ですか？　病院に行きますか？」

『そこまでじゃないよ。今、取引先の社長さんのスマホを借りて電話しているんだ。これから車に乗せて貰って会社に戻るから、セッティングをお願いできるかな～』

「はい、承知しました」

　私は電話を切ったあと、さっそくミニキッチンでお湯を沸かす。社長はコーヒー党だけど、取引先の社長は他の飲み物が好きかもしれない。いろいろ取りそろえて、選んでもらおう。私は一通りの準備を済ませたあと、社長室兼応接室に向かい、軽く掃除をして、テーブルを綺麗に拭く。

「それにしても、出先でスマホを壊すような怪我って……躓いて転けたのかな。もうお年なんだから気を付けて欲しいなあ」

　転倒で頭をぶつけてそのまま──なんて悲しい話も時々聞く。社長はいい人なので、長生きしてもらいたい。

　ついでに社長のデスクを片付けていると、ガチャリと扉が開いた。

「今帰ったよ～」

「お帰りなさい、社長」

「いや～、すっかり世話になってしまったね。いろいろと親切にしてくれてありがとう、エイリークさん」

「いえ、当然のことですから」

　社長が後ろにいる人と話をしている。間違いなく、外国から来た取引先の社長だろう。

　でも、待って。今社長……エイリークって言わなかった？

　まさか、いや、ありえない。きっと、単なる同名なだけだ。

　でも、そんな私の思い込みはあっさりと覆される。

「やあ、久しぶり」

　……なぜなら、中折れ帽子を片手に社長室へ入ってきた男性は、間違うことなくエイリーク本人だったからである。

「エイ……リーク……」

　思わず手に持っていたぞうきんを床に落としてしまった。

「おや、知り合いかい？」

　社長が私とエイリークを交互に見て首を傾げる。

「ええ、じつは東京に行く前に、京都を観光していたんですが、その時偶然彼女に出会って、親切にしてもらったんです」

「へえ～！　それはすごい偶然だ。矢渡さん、よかったらここで一緒に休憩していくといい」

　社長がどっかりと来客用ソファに座って、おいでおいでと手招きする。私は嫌な予感がして首を横に振った。

「い、いえ。仕事がありますので。お飲みものを用意するので少々お待ちください」

　早足で社長室を後にしようとすると、社長が脱兎の速さで私に近づき、ヒソヒソと耳打ちした。

「頼むよ！　この社長さん、親切なんだけどすごくシビアで気難しくてさ。打ち合わせに苦戦してるんだ。旅行先で出会ったならそれなりに会話もしたんだろう？　彼との取り引きはとても魅力的な話なんだが、なかなかうまく話が進まない。ここは僕を助けると思って！」

「……気難しい？」

　エイリークのどこを取ったら気難しいのだろう。まったく理解できない。

　社長の肩越しにチラッとエイリークを見ると、バチッと彼と目が合った。彼は気さくな様子で私に手を振っている。

　あれのどこがシビアで気難しいのだ。いつも通りのエイリークにしか見えない。

「まあ、わかりましたよ」

　個人的には、ちょっと心を落ち着かせる時間が欲しかったのだが、社長のお願いなら仕方が無い。秘書は社長をサポートするのが仕事なんだから。

　私は人数分のコーヒーを用意して、お茶菓子と共にテーブルに置き、社長の隣に座った。

「ところで社長、エイリークさんとはどういう商談をしているんですか？」

　訊ねると、美味しそうにコーヒーを飲んでいた社長が「うん」と頷く。

「実は業務提携をしようと思っているんだ。それで、彼とは特許技術の配分で打ち合わせしていたんだよ」

「業務提携……」

　海外の会社と取引しているのは知っているけど、提携するなんて話は初耳だ。

「根も葉もない言い方をすると、実質は買収だ。そちらの持ち株の七割を買わせていただくことが決まっている。──このコーヒー、おいしいね」

　向かいからエイリークが口を挟んだ。私は「恐縮です」と言いつつ、彼をチラ見する。そして社長の腕を突いて小声で話した。

「ちょっと社長どういうことですか。買収？　この会社、なくなっちゃうんですか？」

「違うよ。確かに社名はちょっと変わるけど、内部は殆ど変わらない。ただほら、部品製造って基本的にどんなに難しい部品でも基本的には安く買い叩かれるだろう？　少しでも高く見積もると、メーカーは嫌な顔をする。その点、エイリークさんの会社は我々の技術を高く買ってくれるんだ。それでね、いっそ子会社にしようかって話になったんだよ」

　なるほど。確かにここ数年、外国の会社との取引が増えてきたなあと思っていたけれど。私が思うよりずっと製造業っていうのは辛い立場にあるのかもしれない。

「でもさ、せっかく苦労して特許を取った技術を全部あちらの会社に提供するのはフェアじゃないでしょ。それでこう……うまいこと落としどころを見つけようとしているんだけど、難航しててね。うーん、エイリークさんは金払いはめちゃくちゃいいんだけどなあ」

「ふうん……わかりました」

　私は社長との内緒話を終えてソファに座り直す。

「作戦会議は終わったかい？」

　エイリークは余裕綽々の顔をして私を見つめた。その勝ち気な笑顔は、京都で出会った彼のままである。

「作戦会議って程ではありませんよ。現状把握をしただけです。私は一介の秘書ですので経営に関することに口出しする立場ではございませんので！」

　いや、それにしてもこれは偶然なの？

　もう二度と会えないと思っていたのに、再会してしまった。しかも私が勤めている会社で。これが偶然なら神様の采配としか思えないくらいだ。

　でも、アメリカ企業との取り引きは数年前から始まっていたし、おそらくその頃から、エイリークはうちと関係していた。京都の神社で出会ったのは間違いなく偶然だろうし、そうなると……やっぱり、運命のいたずらなのかな。どんな確率よ、と思ってしまう。

「でもねえ、エイリークさん。こちらだって苦労して作り出した技術ばかりなんですよ。いわばうちの財産のようなものです。その権利を半分以上もそちらにお渡しするのは難しいんですよ。他の株主もいい顔はしないでしょう」

「では、あなたの言う『他の株主』が株を売却すればよろしい。その分をこちらが買います。私はトドロキ電子の技術の高さのみを評価していますので、義理や人情まで考慮するつもりはありませんよ」

「うう～ん。うちは家族経営みたいなものだから、他の株主といっても、その殆どが社員なんです。そう簡単な話じゃないんですよ。もし、これが原因で社員の心証を悪くし、もし辞められてしまったら……。作り手がいなくなるのは、そちらも困るんじゃないですか？」

　エイリークは腕を組み「ふむ」と思案する様子を見せた。

　ううむ。うちの社長とのやりとりを見ていると、なんだかエイリークってめちゃくちゃやり手社長って感じがする。少なくともシビアなのは本当みたいだ。

「それなら提案があります。私はもうしばらく日本に滞在する予定ですので、その間、この会社を視察させて下さい。あなたが大切にしている社員が、私を納得させる程の技術力及び次世代への指導力を持っていると確認できれば、技術特許について考慮します」

「おおっ、それはいい案だ。これを機会に是非ともウチの会社を見て頂きたい！」

「それともうひとつ、こちらは提案というよりお願いがあります」

「……お願い、ですか？」

　社長が首をかしげると、エイリークは「はい」と頷いた。

「私には自分の仕事もあります。しかし、さすがにひとりで仕事と視察を両立するのは難しい。ということで、私が日本に滞在中、矢渡結衣さんを借りて構いませんか？　もちろん、等々力さんの秘書業の傍ら、手が開いた時のサポートで構いません」

「ごぼっ」

　コーヒーを飲んでいた私は思わずむせてしまった。

　い、今、エイリークは何て言った？　社長の面倒を見ながらエイリークの面倒も見ろって言ったのか!?

「そんなのむり……」

「おお～構わんよ。むしろ僕のサポートはいいから、矢渡さんはしっかりエイリークさんを手助けしてあげるといい。僕はほら、総務課の誰かに頼むことにするよ。課長とか」

「いやいや、総務部の課長は秘書のひの字も知らないデスクワーク一筋の人ですから。ていうか勝手に話を進めないでください！」

　私が非難すると、社長がグイと私の腕を引いた。

「矢渡さん、どうやら君は、あの鉄壁社長に気に入られているようだ。彼の態度が軟化する唯一のチャンスなんだよ。僕を助けると思って、頼む！」

「ええ～……」

　そんな、具体的にどんな仕事をしてるかもわからないし、どんな取引先がいるかもわからない相手の秘書をするなんて、無謀もいいところだ。仕事になるのかと心配になる程である。

「矢渡さんが有能な女性なのは確認済みだからね。期待しているよ」

　エイリークは私に向かってニッコリと微笑んだ。私は「はあ」と煮え切らない返事をする。社長にお願いされては腹を括るしかないけど、だいぶ気が滅入っていた。

　再会は正直嬉しいけど……。

　あなたが期待するほど、私は仕事できる女じゃないのだ。幻滅されたら辛いなあ、と、ちょっと泣きたくなってしまった。

　

　次の日からさっそく私は、エイリークの期間限定秘書として行動し始める。

　朝一番、誰もいない社長室で私にタブレットを渡してきたエイリークは、勝ち気な笑顔を見せた。

「このタブレットに、日本で俺がしなくてはいけない予定と課題が全て入っている。これをうまく組み合わせて、効率よく動けるスケジュールを組んで欲しいんだ」

　私はタブレットを受け取って、とりあえず電源を入れる。すると中には、英語で『スケジュール』と書いてあるファイルがあった。開いてみると、英語でズラリとなにやら書いてある。

　ううっ、英語は苦手なんだけどな……。でも、よく読んでみると内容は難しくなく、中学生レベルの英語力でも充分読める内容だった。

　しかし。

「え、無理」

「ん？」

　にっこーと笑顔のままで、エイリークが首を傾げる。私はわなわなとタブレットを握りしめて、彼に食いかかった。

「無理です！　あなた、どれだけ日本に滞在する予定なんですか！」

「三日……いや、ギリギリまで伸ばして四日かな」

「絶対無理です。なんですかこの予定の数は。他会社の視察に商談が五つ！　しかもまだアポも取っていない！　さらに学会に招致されていて、国際会議の予定まであるなんて。寝ずに仕事しても無理な量です！」

「そんなことはない。普段からこれくらいの仕事量だが、夜はちゃんと寝ているよ」

　エイリークは余裕綽々の様子で私の肩をぽんと叩いた。

「アメリカにいる俺の秘書なら、これくらいの采配は些事なんだけどね」

　ムカッ。

　京都で会った頃より、だいぶ意地悪になってないか、エイリーク。そんなふうに言われたら負けたくないと思ってしまうじゃないか。

「わかりました。できるだけやってみます。でも、私はそのアメリカにいらっしゃる超有能秘書さんとは違って凡人ですので、過度な期待はやめてください。私はあくまでピンチヒッター。あなただって、自分のサポートは片手間でいいって言ってましたよね」

　じろっと睨むと、彼は「そんなこと言ったかな？」ととぼけたように首を傾げた。

「君は、京都で話した時は、明るいけど大人しいという印象だったのだが、実は結構気が強かったんだな」

「あなたこそ。京都でのエイリークさんは紳士で気遣いがあって優しい印象があったのに、本当はずいぶんと意地悪なんですね」

　負けじと言い返すと、彼はくすくすと楽しそうに笑う。

「まあ、多少恰好をつけていたのは認めるよ。いきなり嫌われたくはなかったからね。でも、そこまで険のある態度を取らなくてもいいだろう。知らない仲ではないんだし、もっとフランクに行こう」

「私は粛々と仕事をするだけです。どうせ期間限定なんだし、仲良くする必要性は感じません」

　タブレットを持ったままプイと横を向くと、ポンと肩を叩かれた。

「あんなにも熱く、濃厚に愛し合った仲なのに？」

「げほっ」

　いきなり耳元で甘く囁かないで欲しい！　変な咳が出ちゃったじゃないか。

「俺とまぐわう結衣は、それはそれは可愛らしかったなあ。切ない啼き声は俺の欲情を煽り、最後には君も懸命に腰を振って俺の求めに応えていたね。ああ、思い出すだけで気持ちが昂ぶる……」

「ちょ、ちょっ、今すぐ黙ってー！」

　私は慌てて彼に身体を向けて、ばしばしと腕を叩いてしまった。誰もいないとはいえ、ウチの社長室で何を言っているんだ！

「ほら、そんなに怖い顔をしないで。結衣は笑顔が似合うよ。もちろん怒った顔も魅力的だけど、俺はこう見えて小心者だからね」

「どこがっ！　……笑顔は難しいけど……できるだけ期待に添えるよう、あなたのサポートをします。だからもう、あの時の話はしないでください」

　はあ、と疲れたため息をつきながらお願いをすると、エイリークは困り顔をした。

「しない……というのは難しい。さすがにＴＰＯはわきまえるつもりだが、結衣は俺のものになったし、プライベートの時間にあの時の思い出話をするくらいは構わないだろう？」

「ちょっとまてええ！」

　私は慌てて彼の言葉を止めた。い、今、なんかすごい発言をしませんでしたか？

「誰がいつあなたのものになったのよ！」

　思わず敬語も忘れて詰め寄ると、エイリークはとってもイイ笑顔をした。

「結衣が京都で俺のものになった。ちゃんと言質も取ったぞ。君はちゃんと、俺のものになりたいと望んだんだ」

「え、まじで……」

　どうしよう。全然覚えていない。でも、エッチの最中や事後に、なにやら口走っていたような気がする……。

「ま、待って！　あんな、最中に言質を取るなんて反則……っ」

「待ては聞かない。事前だろうが最中だろうが、口にした言葉は守ってもらわなくては」

「いやいやだって不可能でしょう。あなたはアメリカ、私は日本。そもそもの住む場所がまったく違うじゃないですか！」

　するとエイリークは爽やかにさらっと言い放つ。

「ああ、だから俺は、結衣をアメリカに連れて行くよ」

　は──。

　思わずポカンと口を開いて、唖然とエイリークを見上げる。そしてきっかり五秒後、私は全力で彼から距離を取った。

「いや絶対無理だし嫌ですしごめんなさいお断りします！」

「だから嫌は聞かないと言ってるじゃないか」

「私の意志を無視しないで！」

「まあまあ、まだ時間はあるんだし、頭ごなしに断るのではなく、まずはちゃんと考えてくれ。それでさっそく仕事をしようと思うんだが、今日はどんなプランで行けばいいと思う？」

　ニコニコと訊ねられて、私はううっと言葉に詰まる。

　いきなり仕事モードになるとか、ついていけないんですけど！

　そう心の中でブツクサ文句を零しつつ、私は憮然としながらタブレットを見た。

　容赦なく英語で書いてあるから、読みづらいことこの上なし……。

「とりあえず、五つある商談を四日で片付けなければならないですから、少なくとも今日、ひとつは商談の場を設けましょう。学会は明日、国際会議は三日後ですから、今からアポを取って午前は視察、商談の時間に合わせて、空いた時間でもう一カ所視察しましょう」

　そうなると、それぞれの場所はできるだけ近いほうがいいな。

　商談先の予定にもある程度合わせなければならないけど……そこは向こうとの打ち合わせでうまいこと融通を効かせてもらおう。

　私がタブレットを睨みつつ頭の中でスケジュールを組み立てていると、エイリークが何だか満足した顔でうんうんと頷いている。

「……何ですか？　ニコニコしてますけど」

「うん。やっぱり結衣は素敵な女性だ。仕事ができて、気配り上手で、頭の回転が速い。やはり俺の妻にぴったりな人だ」

「な、な……なにをいきなり……っ」

　突然のべた褒めはうれしくなるからやめて欲しい。元々私は褒められることに弱いのである。だからこそ惚れっぽくていろいろ苦労しているのに。

「おまけに夜の顔が扇情的で、初々しいうえに艶があってたまらない」

「それは忘れてくださいってば！」

　私はカッと顔が熱くなって、その火照りをごまかすように彼に怒った。

　

　予期せぬ再会と、嵐のような一日が過ぎ去って、次の日──。

　私は会社近くの公園でひとり、ベンチに座っていた。

「はあ……」

　なんか、昨日からいきなりため息が増えた……。間違いなくエイリークのせいである。

　昨日はエイリークの社名であちこちアポを取りまくってめちゃくちゃ疲れた。期間限定とはいえ、他社の社長の秘書をやるって普通に考えて無茶ぶりもいいところである。

　私はアポを取ることだけに専念して、とにかくエイリークの多忙なスケジュールを整理し、彼が行動しやすいように動線を整えることだけに集中した。勝手が分からないので打ち合わせに苦労したけど、難しいことは全部エイリークに丸投げした。もう知らん！

　私は膝に載せていたお弁当をぱかっと開いた。基本的に手作り弁当派なのである。作るのは面倒だけどそのほうが安くつくのだ。秘書という仕事はやりがいはあるけど、給料事情はそのへんの平社員と変わらないのである。

　お昼ご飯を食べて、残りの休憩時間に余裕があったら、近くのカフェショップでちょっといい感じのドリンクを飲みたいな。最近疲れているし、エイリークのせいで苦手な英語を読まなきゃならないし、ここはひとつ、あま～いドリンクをキメたい。ダブルチョコクリームパフェフラペチーノみたいな、すごいカロリーのやつ。

　よし、そうと決めたらさっさと食べてしまおう。

「あーん……」

　冷凍食品だらけの弁当の中で唯一の手作り、卵焼きを箸で摘まみ、口に放り込む。

　その時、横に誰かが座って、すばやく私の卵焼きをぱくっと頬張った。

「ふえっ!?」

　何事だと目を見開くと、いつの間に来たのか、エイリークがニコニコと隣に座っていた。

「ちょっ、私の卵焼き！」

「美味しい。これは結衣の手作りなのか？」

「そ、そうですけど、勝手に人の卵焼きを食べないでください！」

　私が怒るも、エイリークは毛ほども気にしていないようだ。マイペースに私のお弁当を見つめている。

「へえ、これが日本の弁当か。話に聞いていたが、本当にきめ細かい。だが、こんな量で足りるのか？」

「これはおかず用のお弁当箱なんです。こっちにおにぎりがふたつあるから、ちゃんと足ります」

　私が巾着袋からお手製のおにぎりを取り出して見せると、エイリークはとても興味深そうに目を丸くしておにぎりを見た。

「これは美味しそうだ」

「おいしいですよ。私、おにぎりは得意なんです」

　ちょっとした自慢だ。我ながら塩加減が絶妙なのである。まあ歴代彼氏におにぎりをご馳走しても『地味だな』と一蹴されることが多かったが……。

「海苔は別で用意してあって、食べる直前に巻くと更においしいんですよ」

　水分を含んでシナッとなった海苔も、それはそれで趣があって好きなんだけど、私はどっちかというとパリパリ海苔派である。

「ひとつ、欲しいな」

「嫌ですよ。まだお昼時間はあるんですから、そのへんのレストランで食べてください」

　パクパクとからあげを食べながら言うと、エイリークは拗ねたように唇を尖らせた。

「やっぱり冷たい。京都で会った時はとても親切で優しかったのに」

「あれはよそ行きの顔なんです。残念でした」

「なるほど。意地悪な君が本来の自分か。俺と同じだな」

　ニヤッと笑みを浮かべる。タコさんウィンナーを口にして、私はムッと唇をへの字にした。

　私は、彼が嫌いだからツンケンした態度を取っているわけじゃない。

　何というか、むしろ戸惑っているに近いのだ。どんな顔をすればいいかわからない。

　だって私は、あの日でさようならしたと思っていたんだもの。

　二度と会えないと思っていた。それなのにこんなにも早く再会して、しかも彼は私の領域にどんどん侵入してくる。

　気持ちがついていかなくて、私はどういう態度を取ればいいのかもわからなくて。

　だからつい、冷たい態度を取ってしまうのだ。

　彼の仕事を手伝ううちに、エイリークの仕事がどんなものかはわかってきた。

　エイリークはアメリカで、ＩＴ企業のシステムソフトウェアを運営する会社を経営している。どうやら学生時代に起業したみたいで、今では大きく成長し、その界隈では知らない者はいないという程シェアを拡大している。まさに今をときめく超優良企業と言えるだろう。

　つまり成功者。アメリカにおける『成功者』とは、つまり富裕層の人間ということである。その資産力は日本レベルとは比べものにならない。

　まあ簡単に言うと、私とはぜーんぜん違う世界にお住まいの方だったのだ。そんなの京都でスイートルームに案内された時からわかっていましたけどね。

　でもあの時は夢みたいで……なんだか現実味が湧かなくて、ふわふわしていたから。

　でも今はガッチリ現実感がある。その上で彼がどういった存在だったのかを知ると、もはや凄すぎてついていけない。

　俺のものだとか、アメリカに連れて行くとか言ってるけど、どこまで本気なのかもわからない。真剣にそう考えていたとしたら、それはそれで怖い。

　だってアメリカだよ？　日本じゃないんだよ。

　これまで、あんなにも男運が悪くて付き合ってきた男という男みんなに浮気されて、遊んでいると言いがかりをつけられて、最後は捨てられてきた。

　エイリークにも同じことをされたら、今度こそ私は心が壊れてしまうかもしれない。しかもアメリカで捨てられたら、私はもう、どうしたらいいかもわからない。

　怖い……。そう、私は怖いのかもしれない。だから、無意識のうちにエイリークと距離を取ろうとして、態度が硬くなっているのかも。

　隣で、ふうとため息が聞こえた。横を見ると、エイリークが空を見つめてぼんやりしている。

　今日は秋晴れ。空にはひつじ雲が浮かんでいて、澄み渡るような青い空が広がっている。まるでエイリークの瞳の色みたいだなと思っていると、彼はぽつりと呟いた。

「はあ、おにぎり……くれないのか……」

　目を丸くする。そして思わず──ぶはっと笑ってしまった。

「あはははっ」

「な、何だ。笑うことないだろう」

「だ、だって、そんなに寂しそうに言わなくても。ふふふっ」

　今の一言で毒気が抜かれてしまった。彼なら、おにぎりよりもずっと美味しいレストランの料理をいくらでも食べられるはずなのに、こんな手作りのおにぎりひとつ貰えないだけで、すごく悲しそう。

　でも、面白くて笑ったんじゃない。なんだかホッと安堵したからこそ零れてしまった笑いだった。

「仕方ないですね。はい、どうぞ」

　私はおにぎりのらっぷを剥がして、真空パックに入れていた海苔を巻いてからエイリークに渡す。彼は子供のようにパッと相好を崩して、それを受け取った。

　あ、その表情は……ずるい。京都で初めて出会った時に目が奪われてしまった、少年のようなあどけない笑顔。

　淡く、暖かな気持ちが心の中を占めていく。本当にずるいなあ。笑顔ひとつで、私の心を掴んでしまうんだから。……やっぱり私、エイリークのことが好きなんだ。

　エイリークは両手でおにぎりを持って、ぱくっと食べた。私も、もうひとつのおにぎりに海苔を巻いてもぐもぐと食べる。

「うまいな」

「へへ、そうでしょう」

「中に入っているのは梅干しか？」

「はい。あ、梅干しダメでした？」

「いや。確かに塩辛く酸っぱいが、不思議とご飯に合う。俺の好みだ」

　むぐむぐとおにぎりを頬張るエイリークの横顔は何だか可愛い。ふと、彼の頬にごはんつぶが付いているのを見つけて、私はそれを指で摘まみ取った。

「んっ？」

「ごはんつぶ、ついてましたよ。えらい会社の社長さんなのに、ほっぺにごはんつぶ付けてたら恰好悪いですよ」

　そう言って、私はそのごはんつぶをぱくっと食べた。

「────」

　エイリークは何だか呆けた顔をして私を見つめる。……何か変なこと、したかな？

「君はずるい人だな」

「エイリークさんに言われたくないです。あなただって、私にとったらずるいです」

「アメリカに行くのは嫌か？」

「嫌というより非現実的なんです。その未来が、私には想像できない」

　ぱくっとおにぎりの残りを食べながら答えると、エイリークは私に顔を向けた。

「では、ちゃんと考えてくれ。俺は本気で君と結婚したいと思っているんだ」

「口では何とでも言えますよ。あなただって、心変わりして私を捨てないとは限らないでしょう。その時困るのは私なんです。アメリカで捨てられたら……私、本当に逃げ場がなくなるじゃないですか」

　逆の可能性も然りではある。私が心変わりする可能性だって、またあるのだ。

　でも、どっちにしても苦労するのは私のほうであることに変わりはない。

　非情かつ辛辣なことを口にしているのは自覚していたが、私はそんなリスクのある賭けに乗りたくなかった。まだエイリークのことをほとんど知らないにも等しい。そんな人を百パーセント信じて異国に移住する勇気などないのだ。

　私が真面目に言葉を返すと、するとエイリークは少し驚いた顔をして、自分の口を手で塞いだ。

「──はっきり、言うんだな」

「幻滅したなら……それはそれで、いいですよ」

「いや、むしろ惚れ直しているところだ。曖昧な態度を取っていつまでも答えを出さない人よりもずっと爽快だからね。でも、どうして君は頑なに俺を拒むんだ？　どうやったら俺の愛を信じてもらえる？」

　エイリークが熱っぽく訊ねてくる。私は唇を引きしめて、俯いた。

　こんなふうに口説けるところ、本当に外国人って感じだ。困惑する気持ちはあるけれど、同時に嬉しくもある。私が一度も裏切られたことのない純真な人間だったなら、すぐに彼を信じて結婚も頷いただろう。

　でも私は経験してしまったのだ。……裏切られる事の辛さを、三度も。

「信じていないわけじゃない。信じたいという気持ちはあります。でも私は……今度こそ、失敗したくないんです。堅実な恋愛をしたいんです」

　もう裏切りはたくさんだ。裏切られないために、私はちゃんと選ばないといけない。

「だって、エイリークさん……。絶対、モテるでしょう？」

　彼の青い瞳を見つめて、静かに訊ねる。エイリークは押し黙って私を見返した。

「モテるってことは、周りに魅力的な女性がたくさんいて、あちこちに誘惑があるということです。そんな状態でも、あなたは絶対に心を動かされないって……そんな確証、どこにもないじゃないですか」

　何度も言うけど、私も例外ではない。棚に上げているのは百も承知だ。

　けれども少なくとも、私は過去で一度も浮気はしなかった。それは相手に惚れていたから……というよりも、浮気する人間になりたくない、という意地が強かったのかもしれない。それでも私は自分に確信できる。私はきっと、浮気ができない性質の人間なのだ。

　エイリークはどうだろう。……信じたい。信じてみたい。彼の瞳を、誠実な性格を、疑いたくない。

　彼は小さくため息をついた。

「今すぐ、君を裏切った元恋人達を順番に回って殴りつけてやりたいよ」

　遠い空を見て、ぽつりと呟く。

「本当は素直な性格をしているのに、過去に裏切られたせいで疑心に囚われざるを得ない。疑いたくないのに疑ってしまう。そんな自分が嫌でたまらない……君は今、そんな顔をしている」

　私は目を見開いた。まるで心を見透かされた気がしたから。

「だから俺が、その呪いを解きたい。頑なな君の心を開かせたい。まだその方法はわからないが、このつかの間の期間が終わるまでに必ず答えを出してみせるよ」

「……どうして、そんなにも私に執着するんですか？」

　彼は本当の意味でモテる人だろう。そんなの一目見てわかる。顔がよくて、お金を持っていて、物腰が柔らかい紳士。放って置かれるわけがない。

　つまりエイリークは、スペックが高い女性を選べる立場にあるのだ。

　でも私は、女性としてのスペックは低いほうだと思う。顔は普通。稼ぎも普通。実家はごく普通のサラリーマン家庭。何ひとつ突出した特徴のない、平凡な人間である。

　京都旅行の最中に親切にしてあげたから……？

　でも、あれくらいの親切は感激するほどではない。私はきっと、相手がエイリークでなくても声をかけていたし、その人が困っていたら助けていただろう。

　だから、わからない。私が好きだと彼は言うけれど、私の何が好きなのか、自分の魅力がわからない。

「結衣は自分が思うよりもずっと魅力的な女性なんだよ」

「嘘です」

「俺は嘘は言わない。だからこそ、経済界ではシビアだとか容赦がないとか、何かと陰口をたたかれているんだ。君の社長も言っていただろう？」

　……確かに、社長はエイリークのことをそう評価していた。ふたりの会話を少し聞いただけでも、エイリークは仕事において非常に厳しい一面があることは想像がついた。

「だから今は、これだけを信じて欲しい」

　エイリークは胸に手を当てて、私をまっすぐに見つめる。

「結衣は可愛くて素敵だ。心優しく誠実で、聡明な女性なんだ。もっと自分を信じて、自分が持つ魅力を正しく理解して欲しい」

「う、ぇ……そ……っ」

　あまりに真剣な顔で大真面目に言うものだから、私の顔はみるみると熱くなる。

　な、なんということをサラッと口にするの、この人は！

「それから、ありがとう」

「あ、ありがとう？」

　いきなりお礼を言われて意味がわからない。私が目をしろくろさせていると、彼は私の手をぎゅっと握った。

「いきなり無茶な仕事を振ったにもかかわらず、君は完璧に俺のスケジュールを整えてくれた。アポ取りの打ち合わせも、君の人当たりが良かったから相手の態度がとても軟化していてね。おかげで山積みだった仕事もスムーズに進んでいる。……だから、ありがとう」

「う、そ、それは仕事、ですからっ」

「仕事と一言で言っても、それを完璧にこなす人間は少ない。結衣は俺の妻になるのに最も適した女性だと俺は確信しているよ。それじゃ、また後で」

　エイリークは私の手の甲に軽くキスをすると、笑顔で公園を去って行った。

　近くにある中学校から、十三時を告げるチャイムが鳴っている。つかの間の昼休みは終わりを告げた。

「…………っ」

　でも私はその場から動くことができなかった。硬直していた、と言ってもいい。

「やっぱり、ずるい……！」

　あんなふうに人柄を褒めて、仕事を評価して、最後のトドメにキスまでして。

　そんなことされて、惚れない女なんかいないと思う。

　だから、ずるい。今度こそ慎重にならないといけないと自分に言い聞かせても、エイリークに惹かれる自分が止められない。

「はあ……」

　私は重いため息をつき、何とも言えないもやもやした気持ちを持て余しながら会社に戻ったのだった。








第三章　疑心が信頼に変わる時








　仕事はしっかりやるが、休日はしっかり休む。それが私の信条である。何事もメリハリは大事なのだ。それでも日曜日はダルい身体に気合いを入れて部屋の片付けや掃除をするけれど、土曜日は本気でゴロゴロしていることが多い。

　特に今日のような寒い朝。ぬくぬくの毛布に包まれて、二度寝ができる幸福感はたまらない。

「ふあー。今日はもうちょっとゴロゴロして寝よ。お昼は、春海が教えてくれた美味しいラーメン店に行きたいな～」

　毛布の中でぶつぶつ呟いていたら、早速うとうと眠くなってきた。私は睡魔に抗うことなく、再び眠りにつく。

　その時『ピンポーン』とチャイムが鳴った。

　……むう。人が二度寝する直前にチャイムを鳴らすな。空気を読まないやつめ。居留守しよ。

　ピンポーン、ピンポーン。

　チャイムは止まない。私は毛布の中でぐぬぬと唇を噛んだあと、億劫に起き上がってインターフォンに出る。

「はい……」

　メチャクチャ不機嫌な声で返事をすると、何とも明るい声が聞こえてきた。

「やあ結衣。おはよう！　今日も綺麗に晴れてすがすがしいよ。外に出てきてはどうかな？」

「な──！」

　インターフォンのモニターに写っているのは、まごうことなくエイリーク。今日は白いファーのついた黒いコートに赤いマフラーを巻いている。

「なんで私の家の場所を知っているんですか!?」

「秘書の住所を把握するのは上司として当然のことだろう？」

「期間限定です。期間限定！」

「まあそんな些細なことは置いといて。外に出てきてくれないか？」

　私は渋面を浮かべた。全然些細なことじゃないし、こんな朝から外に出るなんて面倒だし、まだ顔も洗っていない。

「頼むよ。東京も見て回りたいんだ」

「……つまり、また観光ガイドとして私を連れて行きたいということですか？」

「ガイドにするつもりはないよ。ただ結衣と東京の街を歩きたい。それだけだ」

　モニター越しにエイリークはニコニコしている。

　断るのは簡単だけど、そうしたらきっと、またしょんぼりしちゃうのかなと思うと気が咎めた。エイリークは普段は勝ち気な表情が似合う大人の男性って感じなのだが、ちょっと冷たくすると割とすぐ拗ねるし、しょんぼりしたワンコみたいな顔をするのだ。

　そして私は、彼のそんなところにとことん弱いのである……。

　仕方ない。どうせお昼には外に出る予定だったから、少しは彼に付き合おう。どうせ日本に滞在できる期間も残り短いのだし。

「わかりました。準備するので、少し時間をください」

「もちろん了解だ。ふふ、俺のためにめかしこんでくれるなんて、嬉しいな」

「あ、あなたのためじゃないです！　単に体裁を整えたいだけです！」

　慌てて否定してからインターフォンを切り、私は洗面所に飛び込んで外出の準備をした。そしてよそ行きの服を着て、ショルダーカバンを肩にかける。

　最後に全身鏡で自分の姿をチェックしたあと、家を出た。

　アパートの出入り口に小走りで向かうと、エイリークが柵に背中を預けて空を眺めている。

「お、おまたせしました」

「そう言われるほど待ってはいなかったけどね。来てくれてありがとう」

　ニコッと笑うエイリークは少年のようなあどけないもの。彼の素直な好意が如実に伝わってきて、私はぱっと目をそらした。

「そ、それで。どこに行く予定なんですか？」

「実は何も決めていないんだ。適当にぷらっと歩こうかと思って」

「本当にノープランですね……」

　私はガクッと肩を落とす。多分京都でも彼はこんなノリでホテルを出たんだろう。だから小銭がなくて、カードしか持っていなかったのだ。

「じゃあ定番ですけど、観光名所を巡りましょうか。お昼ご飯は、行きたいお店があったけど……まあ、エイリークの口には合わなさそうだから、お店選びは任せます」

「口に合わないとは聞き捨てならないな。一体どんな珍味が出る店に行く予定だったんだ？」

「珍味じゃないですよ。ラーメンが食べたかっただけです」

「ラーメン！　いいじゃないか。俺もラーメンが食べたい！」

　目をキラキラさせてエイリークが熱く訴える。エイリークとラーメン……私から見たら全然似合わない。彼はあのスイートルームで過ごした時のように、高級ワイン片手にキャビアを口にしている姿が一番似合うと思う。

「……本当に普通のラーメン屋さんですよ？　キャビアもフォアグラもつきませんよ」

「結衣は俺を何だと思っているんだ。普通のラーメンで充分だぞ」

「うーん、仕方ないですね」

　こうなると彼は絶対ラーメン屋についてくるだろう。でも、それはそれで庶民向けラーメンがどんなものかとくと見るがいいわという気になってきた。

「じゃあお昼はラーメンということで。それまで、観光と行きましょうか。ここからだと……定番の観光名所はどこかな……」

　腕を組んで考えていると、エイリークが「いやいや」と手を横に振った。

「定番の観光名所に行きたいわけじゃないんだ。もっとこう、のんびり歩きたい気分なんだよ」

「のんびり？　それはそれで難しい注文ですね」

　さすがに、あてもなく彷徨うわけにはいかない。定番からは外れるけど、ちょっとした観光地で、気負わず行けるようなところを巡りたいって感じなのかな。

「じゃあさっそく電車に乗りましょう。都心なんですが、面白いところがあります」

「へえ、楽しみだ」

「ちなみにエイリークって、怖いところは平気ですか？」

　ふと訊ねると、彼は不思議そうに首を傾げる。

「つまり、ホラースポットということか？」

「そういうことですね。お化けとか幽霊とか、怖くないですか？」

　するとエイリークは目を丸くさせたあと、くっくっと笑った。

「俺に、そんな可愛い質問をしたのは、君が初めてだよ」

「可愛い質問って何ですか！　私は純粋に心配してるんです。怖がりなのに怖いところに連れて行ったら可哀想でしょう！」

　私がぷんすかと怒るとエイリークは「ごめんごめん」と謝った。

「平気、と言いたいところだけど、本当にお化けや幽霊が出てきたら怖いと思うかもしれないなあ。その時は結衣に守ってもらおうかな」

「何を言ってるんですか。本当に出てきたら全力で逃げますよ」

　そんな話をしながら、私たちは駅に向かう。

　電車に乗ってしばらくすると、いわゆるビジネス街が見えてくる。私はそこで降りると、エイリークを連れて道路を歩いた。

「こんな、いかにも都心といった場所に、ホラースポットがあるのか？」

　彼は私の後ろで興味深そうにきょろきょろあたりを見回している。

「それがあるんですよね。こっちですよ」

　私が案内したのは、とある旧跡。真新しい高層ビルが立ち並ぶ街中で、そこだけが時代に取り残されたみたいに、ぽつんと存在していた。

「ここは首塚。かつて非業の死を遂げた平将門の首が納められているとされる塚なんです」

「首塚。名前からしておどろおどろしいね」

　まずは死者に敬意を。私とエイリークは揃って首塚に手を合わせて、安らかな成仏を願う。

「日本で、平将門伝説は有名ですよ。戦で討たれ、京都でさらし首になったかの首は、死しても目を見開き、悔しさに歯ぎしりをしていたとか、突然胴体を求めて首が浮かび上がり、東の地へと飛んで行ったとか言われているんです。そんな伝説により、彼の魂を鎮めるために首塚が作られたらしいですね。伝説らしく、諸説ありますが」

　私は結構歴史が好きで、ついでに言うとオカルトが好きなのだ。そんなわけで、こういったホラースポットを見つけるのが好きだった。元彼たちは辛気くさいと言って一度もついてきてくれなかったけど。

　しかしエイリークは好奇心いっぱいの目で首塚を眺め、腕組みをしてふむふむと頷いている。

「すごいな。首になっても悔しいという感情が消えなかったのか」

「執念ですよね～。他にも逸話がありますよ。再開発で何度かこの塚を取り壊そうとしたんですけど、なぜか工事関係者の不審死が続いたそうです」

「ほう」

「他にも、第二次世界大戦の戦後、アメリカの人がここを撤去しようとしたら、不審な事故が続いて、取り壊しが中止されたんですって」

「へええ」

　エイリークがいちいち反応してくれるので、なんだか話していて楽しくなる。

「そういう曰くがいっぱいあるので、今の時代も将門塚は、ここに存在しているんですよ」

「興味深い。俺は日本という国の、そういう遙か昔の伝説が今でも生き残っているところが結構好きなんだ。歴史あるオリエンタルの雰囲気を感じるからな。京都もそうだっただろう？」

「確かに。日本は古い町並みや伝説を代々継承していく文化があるのかもしれませんね～」

　私はそう言ってから、チラとエイリークを横目で見た。ちょっと悩んだけど、ここに連れてきてよかった。やっぱり彼は優しい。私が興味あることに対して、つまらなさそうな顔をしないところが、すごく好きだと思える。

　なんだか、私自身を尊重されている。……そんな気がしてならないのだ。

　この気持ちが信頼に繋がるのかな。私、少しずつでも……彼を信じられているのかな。

「こういうホラースポットでよかったら、他にも案内しますよ。いくつか紹介したら、お昼ご飯にしましょう」

「それはいいね。じゃあさっそく、次に行こう」

　足取りが軽い。ただ散歩する……それだけなのに、楽しさを覚えている。

　ああ、そういえば、この感覚も初めてだ。

　今まで、私にとっての『デート』とは、目的がなければならないものだった。例えばショッピング、レクリエーション。そして定番のデートスポットを巡って、夜はラブホテルか彼氏の家で一泊。

　そういうものだと思っていたから、嫌ともいいとも感じなかった。恋人はこういうことをするんだと──そういう気持ちがあったのだ。

　思えば、私はずっと型枠に嵌められた生き方をしていたのかもしれない。そして、その型枠から外れることを恐れていた。そうだからこそ、エイリークの手を取ることに怯えているのかもしれない。

　でも、型枠から外れた想像もつかない将来を想像してみたら、不思議とわくわくした。

　私が私らしく生きる。好きになった人と幸せになる。

　そのささやかな夢はもしかしたら……型枠に嵌められた生き方を止めたら……叶えられるのかな。

　ふと目を閉じると、目の前に分岐点がある気がした。目を開くと、隣にはエイリークがいて、私の手をそっと握ってくる。

『俺を信じて』

　そう瞳で訴えている気がして、私はパッと顔をそらした。あの碧い瞳を見ていると、なぜか信じられる気がしてくるのだ。だからこそまだ直視する勇気が持てなくて……。

　私は謎の焦燥感から逃れるように早足で、エイリークを次の名所に案内した。

　

　お昼のラーメンは、本当に『ザ・庶民！』って感じがする、古いラーメン店だった。

　でも味は春海が太鼓判捺すだけあって、めちゃくちゃ美味しかった。

　鶏ガラを炊いてじっくり抽出したスープは透明に近い琥珀色。柔らかくてうまみがたっぷり詰まった鶏ハムは驚くほどたっぷり入っていて、見た目も豪華だった。細麺でちょっぴり固めなところはまさに私好み。白髪ネギがしゃきしゃきした歯ごたえで、ピリッと辛いところがいいアクセントになる。

「はあ～、ラーメンおいしかった～」

　追加注文した餃子もおいしく、大満足の私は上機嫌でラーメン店をあとにする。続いて店を出たエイリークも笑顔だった。

「ラーメンはあまり食べる機会がなかったが、実に味わい深く美味しかった。やはり今日は結衣に頼って正解だったな」

「エイリークのお口に合って良かったですよ。エイリークレベルなら、ラーメンといってもフカヒレラーメンくらいのものじゃないとダメかなって思ってましたし」

「だから君は俺を何だと思っているんだ。経営者としてそれなりに成功している自覚はしているが、派手な食生活は趣味じゃない。むしろ俺の実生活は実に質素なものだぞ」

「そうなんですか？」

　なんか意外なことを言われた気がする。私が目を丸くすると、彼はちょっと困ったようにコホンと咳払いをした。

「むしろ、普段ろくなものを食べないせいで、いつも秘書に怒られているくらいだ」

「ろくなものを食べてないって、例えば何を食べているんですか？」

「基本的に、普段は食事をゆっくり楽しむ時間がないのでな。栄養バーとか、シリアルとか……」

　私はあっけにとられた。エイリークはばつが悪そうに頭を搔く。

「夜は夜で、疲労が溜まって腹が減らない。時々ワインやブランデーをたしなみつつ、適当なつまみを少し口にするくらいか」

「それは、想像すると似合ってはいるけど、あまり健康的とは言えませんね」

　なるほど。社長となればやっぱり多忙なんだ。まあ、日本滞在時の仕事もあれだけ山積みになっていたんだから、普段も同じくらいスケジュールを詰めているんだろう。

「だから是非、結衣にはお弁当を作ってもらいたいなあ」

「…………」

「たまにでいいから、朝食も、あたたかいものが食べたいなあ……」

「もうっ、そうやってすぐに甘えたりして、口説いてくるのやめてください！」

　料理は嫌いじゃないから別に作ってもいいけど……って、待て待て自分。いつの間にかその気になってる！

「俺は時間が限られているんだから、常に必死なんだ。だから、隙あらばいつでも口説くのは当然だ。俺は君のことが好きなんだからな」

「うう……」

　真面目にそういうこと言うところ、本当にずるい。

　ドキドキが募って、顔はきっと真っ赤になっている。

　でもその時、私の心に冷水を浴びせかけるような、見知った声が聞こえてきた。

「あれ、結衣じゃないか」

　えっ、と驚き振り向く。するとそこには──。

「隣にいるのは新しい彼氏か？　俺と別れてまだ一ヶ月くらいじゃんか。やっぱお前、『次』を捕まえるのがめちゃくちゃはえーよな」

　先日別れたばかりの元彼が立っていた。買い物中なのか、肩にはブランドロゴのついた紙袋をかけている。

　……そういえば、このあたりの近くに元彼のアパートがあるんだった。買い物帰りの彼とばったり会ってもおかしくない。

　でも、どうしてこんなタイミングで再会してしまったんだろう。

「俺を浮気男呼ばわりして、買い物袋を思い切りブン投げてくれたけど、お前も大概だよな。ほんと結衣の男漁りテクはすごいよ。どこでそんなイケメン外国人見つけたんだ？　巨乳アンド童顔は人生イージーモードでいいよなあ。羨ましいくらいだよ」

　私の眉間に皺が寄る。街コンで最初に出会った時、彼は私を可愛いと褒めてくれた。君みたいな家庭的な女性が好きなんだよと口説いてくれた。でも、その言葉の全てに下心があったのだと、私はもう知っている。

　自然と顔が歪んでしまう私に、元彼は尚も私に言葉のナイフを投げてきた。

「お前と関係が切れたのは正解だったな。こんな、舌も乾かないうちに別の男に媚び売るチョロ女、セフレでも勘弁して欲しいわ」

　その言葉で、私は彼の本音を理解した。

　いや、彼を含めた元彼たちは、みんな私をそういう目で見ていたのだろう。

　だから皆浮気をした。私を『遊んでる女』だと決めつけた。

　最初から彼らは、私のことを性に奔放で遊んでいる女と思っていて、セフレに丁度いいと、私に声をかけていたのだ。

　私にとっての浮気は、彼らにとって浮気じゃなかった。そもそセフレと認識していたのだから、真面目に慕っていた私がバカを見ただけなのだ。

　これは、誰が裏切ったとかそういう話ではなく、それだけの。……それだけの、話だったのだ。

　さざ波のように無力感が襲ってきて、肩を落とす。

　……その時、氷のように冷たい声が頭上で聞こえた。

「こんなに魅力的な女性をセフレ呼ばわりとは。君はずいぶんと人を見る目がないんだな」

　エイリークだ。彼は怖いほどの無表情で元彼に視線を向けている。

「ああ？　外国人に言われたくねーよ。あんたもどうせヤリ捨て目的のくせに。ちょうどいいもんな。性風俗より安上がりだし」

　私はこんな人に好意を持っていたんだ。惚れっぽい自分の性格が、すごく嫌いになる。私のこと好きだとか可愛いとか言っておいて、結局はソレが目的だったんだ。

　ずぶずぶと沼に落ちていくように、心が重くなっていく。

　でもエイリークは、そんな私を掬い上げるみたいに──肩を力強く抱き寄せた。

「あまりに侮辱が過ぎるな。どうやら君は女性を軽視する傾向にあるらしい。その性質は早めに直しておいたほうがいいぞ。必ず痛い目を見るはめになるからな」

　怒りと軽蔑を含んだ凄みのある笑みを浮かべる。その迫力は私でも怖いと思うほどで、元彼は明らかに怖じ気ついた様子で足を引いた。

「はあ？　何言ってるか意味わかんねーし！」

「結衣。君はただ、出会いの運が不幸なだけだった。酷い価値観を持つ男が続いたんだ。男性不信になるのも仕方が無い。でももう大丈夫だよ。俺は君を幸せにする男だ。一生をかけて幸福にしてみせるから、安心するといい」

　エイリークはすでにもう元彼に視線を向けていなかった。彼の言葉を完全に無視して、私の手を握り、熱く口説いてくる。

「い、いや、あの、その……」

　この状況をどうしたらいいのかわからず、おたついてしまう。すると無視された元彼が苛ついた顔をして、エイリークの肩を掴んだ。

「おい。勝手に話に割り込んでおいて、無視するんじゃねえよ！」

　パン、と乾いた打音がする。驚きに目を見開いた私が見たものは、エイリークがまるで虫でも払うかのような仕草で元彼の手を払う姿だった。

「下衆の分際で、俺に触れるな」

　背中がビリビリするほど怖い声。元彼も、顔が青ざめている。

「二度と私の結衣に声をかけるなよ。次に彼女を侮辱した時──俺はお前の人生を壊す」

「……っ、あ……」

　虚勢ではない本気の瞳。元彼は震え上がって、後ずさりをした。

「行こう、結衣」

　私の肩を抱き寄せたまま、エイリークはきびすを返して歩を進める。

　元彼は、立ち去る私たちに一言も声を発しなかった。

　

　言葉が思いつかないまま、黙って歩き続けること、十五分ほど。

　気づけばそこは、会社近くにある公園だった。私がよくお弁当を食べているところだ。

「ごめんなさい。折角楽しい時間だったのに、台無しにしてしまって」

「結衣が謝ることでは無いよ」

　顔を上げると、エイリークはニッコリと微笑む。それは、いつもの優しいエイリークだった。なぜだかホッと安堵して、私は馴染みのあるベンチに座る。

「私ね……たぶん、結婚願望が人よりも強いんでしょうね。だから無意識のうちに早く結婚しなきゃって焦っていたんだと思います。惚れっぽい性格は、そこから来たのかもしれません」

　男の人はより若い女性を好むと聞いたことがあった。だから、早く見つけなきゃと思った。自分が『旬』のうちに結婚を決めてしまいたいと、焦っていたのだ。

　だから簡単に褒め言葉で喜んで、好意を持って、勝手に相手に期待して……。

　いつのまにか安い女になっていた。だから軽く見られて、セフレ扱いされたのだ。

「思えば三回も同じ目に遭って学習しない自分に呆れますよね。でも私、バカだったからわからなかったんです。どうやれば正解だったのか、わからなかったんです」

　はあ、とため息をつくと、ぽたりと目尻から涙が落ちた。

　自分が思っていたより、私の心は傷ついていたみたい。

　何が間違っていて、どうやればうまく人生歩めたのか、わからない。

　元彼たちに感じた魅力は紛い物だったんだと思うだけで、悲しい。あの時の私の気持ちは、ハタから見れば滑稽な感情だったと考えると、虚しい。

　私はただ、結婚して幸せになるという、子供でも持つような夢を抱いていただけだ。

　でも、その願望がそもそも間違っていたのかもしれない……。

「結衣。それは違う。君は愚かではないし、人生の道に正解はないよ」

　そっと手を握られて、私は顔を上げる。エイリークは真摯に私を見つめていた。

「君はその時その時の縁を大切にしていただけだ。でも、相手が君を大切にしなかっただけ。君の気持ちは本物だった。君はちゃんと、真剣に恋をしていたんだよ」

　優しく目尻を拭われて、じわりと心が温かくなる。

「だからどうか、君の最後の恋を俺に向けてくれ。俺は君を守りたい。一緒にいたい。君が心の中で描く幸福の姿を、共に見たい」

「エイリーク……どうして、そこまで……」

　そんなふうに言われたら、気持ちが傾いてしまう。また嬉しくなって、心がはしゃいでしまう。でも私にはどうしてもわからない。なぜ、彼の恋は私に向けられたのか。

　ただ旅行先で、偶然出会っただけなのに。

「君の親切心や誠実さに惹かれたのはある。でもそれ以上に、俺は君と一緒に過ごす時間がとても楽しかったんだ」

「楽しかった……？」

　私が首を傾げると、エイリークは碧い瞳を和ませて、頷く。

「……子供のころからいろいろあってね。俺は、人から距離を取られやすい人間だった。でも俺自身、ひとりでいるのが普通だと思っていたたから、当たり前に受け入れていた」

　しかし、とエイリークが俯く。

「異国で困っていた時に、君が声をかけてくれて、親切にしてもらった。その時思ったんだ。『ひとりで生きていける』という考えは俺の驕りだったのではとね。結局俺は、心の底では寂しさを覚えていた。でも意地を張って、平気なふりをしていただけなんだろう」

　彼は私を手を握ったまま、困ったような笑みを浮かべた。

「君と一緒に京都を歩いたあの時間が俺には輝いて見えた。はじめてだったんだ。打算も下心もなく、ただ純粋に散歩をする。それだけのことがとても楽しくて、幸せを感じて……気づけば君に恋をしていた。君がたまらなく欲しくて、傍にいて欲しいと強く願った」

　痛いほどに私の手を握ったあと、エイリークはたまらなくなったみたいに、私を抱きしめた。

「エイリーク……」

「結衣。俺は君と幸せになりたい。子供を作って家族になりたい。誰もがごく普通に願う幸せの構図を、俺も描きたい」

　ああ、と私は納得に似た気持ちを抱いた。

　エイリークと私は似たもの同士なのかもしれない。互いに回り道して、自分を騙したりごまかしたりしていたけれど、お互いに願う未来は、同じカタチをしていたのだ。

「優しい人や誠実な人は他にもたくさんいる。君の幸せは俺でなくても叶えられるかもしれないし、俺もそうかもしれない。でも、俺と君はあの日出会ったんだ。そして間違いなく惹かれ合ったんだ。……縁が俺たちを結んでくれた。俺はその縁を大切にしたい」

　心の扉がふわっと開いた気がした。不思議な開放感と幸な気持ちが心の中から溢れ出す。

　それは間違いなく私が欲しかった言葉だった。

　エイリークが言うように、幸せになるだけなら相手は彼じゃなくてもいいのだ。エイリークにとっても、相手は私でなくても幸せになる可能性はある。

　でもエイリークは、幸せになる相手として私を選んだ。

　そして、私もまた──。

「エイリーク……っ」

　心の赴くままに、彼を抱きしめる。

「好き。あなたと出会ったあの日から好きになってた。もう私は自分の気持ちに嘘をつきたくない。あなたが好きなの！」

「結衣……っ」

　エイリークは強く私を抱きしめ返す。少し息苦しいけど、彼の気持ちが痛いほどに伝わってきた。それが、とても嬉しい。

「お願い。絶対に私を裏切らないで。私のこと、ずっと好きでいて」

「ああ、俺は決して君を裏切らないよ。死しても愛すると約束しよう」

　彼は私の眉間や鼻の頭に、優しくキスを落とす。

「だから、君も──俺を裏切ってはいけないよ。一生、傍にいるんだ。約束してくれるか？」

　私はこくんと頷いた。

　私も、幸せになる相手はエイリークがいい。彼でなければきっと私は幸せになれない。

　今度こそ、──今度こそ。

　私もがんばるから。私と一緒に幸せになって欲しい。

　そう訴えるかのようにエイリークを見つめると、彼は優しく碧い瞳を細めた。

「では、約束のキスをしよう。君に誓って、愛しているよ、結衣」

「私も……愛してる、エイリーク」

　まるで嵐のように、彼はあっという間に私の心を浚っていった。笑ってしまうくらい唐突で、鮮やかで……私の心はふわりと彼に傾いた。

　どうかこの恋が最後になりますように。

　そう、祈りを込めて。私はエイリークの唇にキスをした。







終章　恋を知った男は、狂おしく幸福を求める








　血筋というのは、自分ではどうすることもできないのに、何かと足を引っ張る枷である。

　アジア人よりの顔立ちに、赤みがかった金色、碧い瞳。

　まさにアジア人とアメリカ人の合いの子、といった相貌をしていたから、俺──エイリーク＝シノノメは、幼少の頃から何かと奇異の目で見られていた。

　表向きでは『差別はよくない』と綺麗事を謳いながら、その実、裏では何かと迫害を受ける。それは成功者であればあるほど、如実に表れた。

　……祖父は、大変苦労したらしい。異国で単身会社を立ち上げ、成功させる。これがどのような苦難であったかは想像に難くない。

　俺も年を重ね、起業し、あちこちと取り引きする中で差別の洗礼は何度も受けて来たが、祖父の頃はもっと酷かったのだろう。

　人に裏切られるのも、ゴミのように使い捨てられるのも当たり前。

　彼らは決まって『お前の生まれが悪いのだ』と開き直る。そんな経験を何度も繰り返していれば、人間不信になるのは当然のこと。

　俺はいつの間にか笑わなくなった。物事を常にリスクで測り、情に流されず、心を鉄にして非情を貫いた。誰も信じなかったし、期待しなかった。するだけ無駄だからだ。それに最初から期待しなければ、誰に対してもフラットな態度でいられる。

　期待するから失敗した時に腹が立つのだし、信じていたから裏切られた時に悲しくなるのだ。ならば最初から人に対して無関心でいればいい。

　シビアで容赦がなく、愛想のない人間。それが多くの人が持つ、俺の評価だった。

　それでいいと思っていた。他人が俺のことをどう見ようと関係ない。

　

　──会社の経営が成功するにつれて、周りに集まってくる人間の種類が変わっていった。

　値踏みするような目で俺を見て、露骨に媚びを売る。

　皮肉にもそれは、俺と同じアジア人の血を引く人ほど顕著だった。俺の成功にあやかって自分もいい目を見たい、そんな下心が見え隠れしていたのだ。

　俺は、だんだん人間そのものが嫌になっていった。人種関係なく、誰もが自分のことしか考えていない。あわよくば俺を踏み台にして利用しようとする者ばかりだったから、俺に友と言える人はごく僅かだった。今でも親交があるのは、カレッジで気があった友人くらいである。その友人は今、俺の秘書として働いていて、大切な相棒だ。

　社内で開発しているソフトウェアのシェアを拡大させようと思案していたころ、その友人が『日本に販路を伸ばしてはどうか』と提案してきた。

　最初はいい気がしなかった。日本は祖父の故郷であると同時に、俺のコンプレックスを刺激する場所なのだ。アジア系の顔というだけでいろいろ嫌な目に遭ってきたのだから当然といえる。

　しかし同時に、かの国の技術力を俺は高く評価していた。特に部品周りの出来がいい。

　数年前から外注に頼る経営を止めたいと考えていて、日本の部品製造会社をいくつか買収しようと地道に行動していた。

　この機会に、いくつかの会社を買収する。同時に販路を広げる。

　俺はそのために日本へ行った。

　

　初めての日本は物珍しさで溢れていた。さすが極東の国だ。想像以上にその国は面白かった。歴史文化からサブカルチャーまで興味深さで溢れている。

　仕事はもちろんするが、多少なら観光もいいかもしれない。そう思って、クレジットカードしか入っていない財布を片手に、新幹線に飛び乗ったのだった。

　そして、古きよき都の気配を持つ京都の、とある神社に参拝して。

　小銭がなくて立ち往生していたところに、結衣が声をかけてきた。

　……彼女は、氷のように頑なだった俺の心をあっさり溶かして、俺の懐にするりと入ってきた。

　愛想がよく、気配りが利いて、おまけに心優しい。

　困っていた俺を助けてくれた上、ねだる俺に根負けして観光に付き合ってくれた。

　人がいいから悪い奴に騙されそうだなと心のどこかで思う。

　結衣は、当然の話だが、俺のことを何も知らなかった。経歴も生まれも立場も、彼女は何も聞いてこなかった。俺をただの外国人として、気楽な観光客として、相手をしてくれていた。

　……きっと、それが逆に良かったのだろう。

　結衣の前では、人種も血筋も関係なく、ただのエイリークになれたのだ。無邪気に街を散策して、目に映ったおいしそうな食べ物を戯れに口にする。俺はその楽しさに幸せを覚えた。自分という人間を受け入れてもらえたという喜びが、俺の心に火をつけた。

　彼女が欲しいと。俺の傍にいて欲しいと──強く、望んだ。

　

　半ば強引に結衣を誘って、ホテルのルームに連れ込む。

　警戒されないように。怖がられないように。慎重に少しずつ、距離を縮めていく。

　ワインで結衣をほろ酔いにさせて、彼女の心の吐露を口にさせた。

　過去に何度も男に裏切られたこと。つい最近も浮気されて別れたこと。

　今がフリーでよかったと安堵したと同時に、どうしようもない独占欲がわき上がる。

　俺が彼女の過去に意見する権利はない。それでも、悔しいと思った。もっと早く出会っていれば、結衣の心に傷をつけることなく、この俺が幸せにしてあげたのにと、独りよがりなことを考えた。俺は間違いなく、結衣の過去の恋人に嫉妬した。

　だから言葉巧みに結衣をその気にさせて、その身を抱いた。

　よく考えてみれば、大胆なことこの上ない。その日出会った矢先にセックスするなんて、遊び人もいいところである。結衣に軽蔑され詰られても文句が言えないことをした。

　でも、彼女との性交は蕩けるほどに気持ちが良く、多幸感に溢れていた。

　性器の相性が良かったのもある。結衣のそこは彼女の優しい心情を表しているように温もりがあって、俺のものをきゅっと可愛く吸い上げる。

　抱けば抱く程、溺れていった。抽挿を続けるたびに愛しさが募った。

　離したくない。アメリカに連れて帰りたい。結婚して、俺だけのものにしたい。

　自分勝手な独占欲に任せて吐精した時、俺は「ああ」と自分の行動に納得した。

　何てことはない。俺も、数多くいる利己的な人間と変わらなかった。結局俺も幸せになりたかったのだ。妻を娶り子を作り、ごく当たり前の家庭を築きたかった。

　そして、その娶る妻は結衣しかありえないと思った。

　

　京都で、結衣とつかの間の別れを惜しむ。「また今度」と再会をほのめかす挨拶をしたら、結衣は不思議そうに首を傾げていた。

　彼女にとって俺は、一夜限りの恋人だったのかもしれない。しかしそうはさせない。

　さっそくアメリカにいる秘書──ノアに連絡した。

『やあエイリーク、首尾は上々かい？』

　ネット回線で通話する友人兼秘書の英語は明るい口調だ。逆に俺は切羽詰まった口調で彼に言った。

「悪いがすぐに人を探して欲しい。名は矢渡結衣。二十五歳。東京に住んでいて、おそらく中小企業の社長秘書だ。これだけの情報があればすぐに見つかるだろう？」

『待ってよ！　いったい何の話をしているの？』

　慌てた様子で訊ねるノアに、俺は少しだけ悩んだが、真実を口にした。

「観光中に結衣と出会って、セックスをして孕ませた」

　しーん、と電話の向こうが静まる。

『……何やってるの？』

　氷よりも冷たいノアの声が耳に響いた。その反応はまあ、当然といえる。俺だってそうする。

「仕事前に観光しようと思ったんだ。それくらいの時間の余裕は取っていたからな」

『それは別に構わないよ。なんでそこで、ユイって女性と出会ってセックスして、しかも孕ませてるの？　君、そんなに愚かな人間だったっけ』

　ちくちくと言葉の槍で突き刺してくる。まったくその通りなので俺は甘んじて受ける。だが、言わなければならないことはちゃんと主張しておかねばならない。

「恋を、したんだ！」

『こい……？』

「俺だって、まさかこんなことになるなんて想像もしていなかった。だが、仕方ないだろう。結衣に出会って、俺は初めて……誰かが欲しいと強く望んだんだ。だから結衣と結婚したいし、結衣と子供を作りたいし、結衣とセックスしたくなったんだよ！」

　柄にも無く喚いてしまう。結衣の存在はまさにイレギュラーだったのだ。自分でも、こんなにおかしな行動に出てしまうとは思っていなかった。というか自分はもっと理性的で論理的な人間だと考えていたのだ。それなのに、こんな本能的なエゴイストだったなんて……自分自身にショックである。

『エイリーク。君は自分が今どれだけおかしなことを口にしてるかわかってるかい。順番がメチャクチャじゃないか。普通は恋をしたら、時間をかけて口説いて恋人になってもらって、結婚や子作りはそのあとのことだろ？』

「わかっている。……でも」

　自分が止められなかった。こんなのは初めてだった。

　欲しくて欲しくて仕方なかった。やっと見つけた宝物を手放したくなかった。

「愛してしまったんだ」

　悔いるように口にすると、ノアは海の向こうからため息を寄越した。

『……わかったよ。彼女のこと、調べてあげる。三十分待って』

「ああ、ありがとう、ノア！」

『考えてみれば、こんなにも自分勝手なエイリークは初めてだからね。やっと人間らしくなった君に免じて許してあげる。そのかわり、彼女に出会ったらちゃんと誠意を示すんだよ。そしてきちんと口説いてあげること。無理矢理は、もうだめだよ？』

「ああ、もちろんだ。……本当に感謝する、親友」

　数多くの差別やいわれの無い侮蔑を受けていた自分の人生は、あまりいいものとは思えなかったが、ノアと結衣との出会いだけは恵まれていた。

　俺はノアの情報を頼りに結衣を探し出す。彼女が勤めている会社は運よく、かねてから俺が目をつけていた企業のひとつだった。

　ただの偶然だろうか。いや──違う。

　これは俺が縁をたぐり寄せた結果だ。本当なら切れてしまいそうなほどの細い縁の線を掴んで離さなかった。力尽くで引き寄せたからこそ、このチャンスが来たのだ。

　だから絶対に、諦めない。

　結衣が過去に傷つき、男性不信になっているのはわかっていた。素直で心優しいけれど、どこか男性を拒絶する壁のようなものを感じていた。

　それを壊して、彼女の心を手に入れる。

　結衣が、人間不信に陥って頑なになっていた俺の心の壁を壊してくれたように。

　彼女の扉を、俺が開いてみせると決意した。

　

　──夜の帳が降りたホテルの寝室で、しきりに卑猥な水音が鳴る。

「んっ、……ぁあっ」

　キングサイズのベッドに横たわる結衣は、俺の愛撫に甘い啼き声を出す。月の光に照らされた小柄な彼女の足を大胆に開かせて、俺は太ももを手で押さえながらぬらぬらと赤い秘所を舐め回していた。

　舌を動かすたび、じゅるじゅるといやらしい音が鳴る。

　お互いの気持ちがようやく繋がった日。俺はどうしても彼女を離したくなくて引き留めた。もっと深く繋がりたかったし、愛しているという感情をぶつけたくて仕方なかった。

　いい年をして大人げない話だが、あけすけに言えば彼女を抱きたかったのだ。

  明日には、アメリカに帰らないといけない。

　もちろん、結衣と結婚するための段取りをするため、近いうちに再び日本に戻る予定ではあるが、それでもしばらくの間、彼女には会えなくなる。

　結衣は、あまり自分からは言わないが、男性不信に陥っている。心にしこりを残している彼女を少しでも安心させたかったのだ。その方法がセックスというのは何とも即物的だが、これ以上に効果のある方法も思いつかなかった。

　いや、そんなのはただの詭弁で、単純に俺が結衣を欲しているだけなのかもしれない。

　ぴちゃぴちゃとはしたない音をわざと大きく鳴らして、彼女の羞恥を煽る。間接照明もついていない夜の部屋は薄暗く、明かりと言えるものは高層の窓から見える月光だけ。

　そのわずかな光に浮かび上がる結衣の顔は赤く染まっていて、まろみのある乳房が青白く浮かび上がった。

「可愛いな。結衣のここは」

　舌先で蜜口をくすぐり、人差し指でクリトリスをコリコリと弄る。

「ああっ、あっ、そんなこと、なっ」

　震える結衣の瞳は快感に濡れ、潤んでいた。ふやけた表情は甘やかで、まるでミード酒のようだ。秘裂を掬い取るように舌でなぞれば、とろりとした蜜が溢れ出る。両手でくちりと秘裂を開くと、したたり落ちた蜜がシーツを濡らし、ふわっと女の匂いがした。

「ここまで愛撫すれば、いくらでも入りそうだな」

　すでに俺のモノはいきり立っている。早く繋がりたいと早走りが零れている。

　こんなにも誰かを求めたのは初めてで。

　その相手が結衣だったのか、何よりも嬉しい。

　俺は結衣の身体をゆっくり持ち上げた。

「ふ、ぇ……？」

　秘所を舌で愛撫されるのがよほど気持ち良かったのか、結衣は蕩けた瞳で呆けた顔をしている。何をされるのか理解できていない……そんな感じだ。

　可愛いな、と思いながら笑みを深める。そして腰を持ち上げて、下から彼女の膣内に突き刺した。

「あうっ！」

　ソレはずぶりと難なく挿入る。彼女の腰を力強く降ろして、膣奥を突く。

「あ……っ、大きいの、おなか、当たって……っ」

　強烈な圧迫感と膣奥を穿つ衝撃に、結衣の小柄な身体がぷるぷると震える。

「俺に捕まっていて」

　耳元で囁き、耳朶を食む。ぴくんと肩を揺らした結衣はしがみつくように俺の首に抱きついた。素直な仕草に愛しさが募る。

　俺の腰にまたがる形で座る結衣の臀部を両手で掴んだ。そして自分の腰を突き上げながら、彼女の身体を上下に揺らす。

　じゅぷ、じゅく。結衣の身体が動くたびに抽挿され、卑猥な水音を立てる。

「下から突くと、より深くなって気持ちいいだろう？」

「んっ、んう！」

「結衣のいいところはどこかな。色々な角度から突いて探ってみよう」

　彼女の耳に囁きながら、俺は結衣の身体を少し傾けて、角度を変えて突く。

「ああっ、そ、やって……動くの、はっ！」

　結衣が頬を染めて喘ぐ。俺はきっと楽しくて仕方ない、そんな顔をしているだろう。

　そう、楽しい。結衣とセックスするのは、幸せで嬉しくて楽しくて。

　永遠に繋いでいたくなる。

「ん？　上下に動くより、奥をぐりっとされたいのか」

　俺は結衣の身体を両手でしっかり抱きしめて、ずん、と下から杭を突く。

「ふ、あっ！」

　膣奥を強く突かれ、ビクビクと震える結衣。本能的に腰を引こうとする彼女の動きを、腕の力で封じる。

　そして自分の腰をグラインドさせて、膣奥をグリグリと擦った。

「あ、あああっ」

「やっぱりこっちのほうが好きなのか。可愛いな、君は」

　子宮にまで振動を伝わらせるように杭の先端で刺激しながら、彼女を抱きしめてキスをする。

　口腔に舌をねじ入れて、深く口づける。

「ん、ん……っ」

　性器を犯されながらディープキスをするのは、さすがに辛いようだ。結衣は言葉を発することもできず、甘い呻きを上げながら俺の舌の動きに合わせている。

　一生懸命俺に応える姿が、何ともいじらしく、愛らしく、そして嗜虐心を疼かせる。

「はあ」

　口をかぱっと開いて、舌を出した。舌先同士をちゅるちゅると絡ませて、杭の付け根をぐりっと動かす。

　はあはあと口で息をしながら、それでも俺の舌を絡ませる。

　彼女の膣内は熱を持って暖かく、最奥を何度もノックすれば可愛らしく吸い付いて、俺の吐精を促す。

　ああもう、彼女の前ではプライドも見栄も何もかも粉々だ。

　恥も外聞もなく狂ってケモノのように貪りたくなる。汚らしくいやらしく食べ尽くしたい。長年知らなかった強い渇望感を覚え、喉がからからに乾く。

　衝動にまかせるように結衣の舌をじゅるるっと強く吸った。そして臀部を掴んで、激しく上下に揺さぶる。

　肌と肌がぶつかる音が何度もして、結衣は痙攣したかのように身体を震わせ、俺の首に抱きついた。

　豊満で柔らかい乳房が俺の胸板に押し当てられる。

　俺は結衣をどさりとベッドに寝かせると、片足を持ち上げて斜め上から抽挿を続けた。

「は、いやあっ、あ、そこはっ！」

　結衣の反応がひときわ強くなる。どうやらここが、彼女の性感帯を直に刺激する場所のようだ。にたりと笑みを浮かべる俺は、多分とても凶悪な顔をしている。

　俺はベッドに両手を突いて、腰を前後に振った。ぱんぱんと勢いよく性器がぶつかり合って、彼女の性感帯を何度も刺激する。

　うねうねと柔らかな隘路はぎゅっと締まって、杭にまとわりつく。俺の性感をひとつひとつ丁寧に刺激するような快感は、理性がたやすく溶けていく。

「は、──はっ」

　気づけば肉食獣のような息を吐いていた。

　結衣の身体をうつ伏せにして、臀部を持って激しく腰を振る。

「ああっ、あ！　きょ、激しい、エイリーク……っ」

　がくがくと揺さぶられる結衣の乳房に手を伸ばし、乳房を掴みながら持ち上げた。

「いや、悪いが……これが普通だ」

「えっ、ああっ」

　耳元で甘やかに囁きながら、乳首をつねる。びくりと結衣が反応した。

「京都での一夜は、それなりに気を使っていたということだ。いきなりガッついて、嫌われてはたまらないからな」

　ふふ、と笑って耳朶をぺろりと舐めた。

「でももう、結衣は俺のものだろう？」

　乳首を人差し指で甘く引っ掻き、下から最奥に突き上げる。

「ああっ！」

「だから──早めに、慣れてくれ」

　俺の愛に、性行為に。大丈夫、君はとても素直で誠実な人だ。その証拠に、君のナカはこんなにも俺のカタチに馴染んでいる。結衣の可愛い性器は俺のものしか受け入れられない。これから先、ずっと永遠に。俺だけのものだ。

　そんなこと、京都で結衣を抱いた時から心に決めていた。

　彼女を自分のものにすると心の中で誓って、無防備な子宮に吐精した。いっそ孕んで、俺から逃げられなくしたかった。

　残念ながら、その望みはあまりに自分勝手で、神は授けてくれなかったようだが。

　機会ならいくらでもある。今だって、そうだ。

「結衣……っ」

　後ろから彼女の身体を強く抱きしめて、杭の先端を最奥へと突く。

　さざ波のような震えと共に、精を吐き出す。

　執拗な愛撫と性交に刺激されて降りてきた結衣の子宮に、俺の子種を流し込む。

　ああ、長い。どれだけ彼女を求めているのかわからないくらい、その吐精は長かった。

　やがて行為を成して杭をずるりと抜き放つと、くたりとうつぶせになった結衣の秘所からこぽりと白い精液が零れる。

　ほら、こんなにも君は、俺のもの。

　結衣の背中を抱きしめて、俺は柔らかで白い腹に触れる。

「安心して、孕むといい」

　そっと囁くと、結衣は荒々しい呼吸を繰り返しながらぴくっと反応した。

「俺は君との子供を心から望んでいるんだ。早く結婚して、子供もたくさん作って、幸せになろう」

「…………っ」

　結衣の震えが強くなる。どうしたのだろうと思ったら、彼女は声を殺して泣いていた。

「嬉しいよう……」

　涙声で呟きが聞こえる。俺はここに来てようやく、彼女を本当の意味で自分のものに出来たのだと安堵した。

　やっと安心してくれたのだ。俺ならばきっと自分は幸せになれると確信を持ってくれた。これで心置きなく結婚の準備ができる。

　どうせなら子だくさんがいいな。育児には興味があったし、結衣とならどれだけ子育てに苦労しても構わない。君が欲しいというのなら、俺は何でも叶えるつもりだ。

　──出会いは、ただの偶然だった。

　しかし縁というのは、押し並べてそういうものだ。俺がアジア人の血を汲む家に生まれたのも、カレッジで仲良くなった唯一の友人が、俺の秘書になってくれたのも偶然の産物である。

　その縁のいくつかが嫌になる時もあるけれど……。

　結衣に出会えた縁だけは、感謝した。その奇跡のような出会いを、ただの思い出にしたくなくて、手を伸ばした。生まれて初めてがむしゃらに行動した。

　やっと見つけた俺の幸福なのだ。絶対に逃したくなかった。

「病める時も健やかなる時にも共に在ろう。愛しているよ、結衣」

　そっとキスをすると、結衣はまるで神前で誓うかのように──。

「はい。私も愛してる……エイリーク」

　俺が今、もっとも欲しいと思っている言葉を口にしたのだった。








あとがき








　はじめましての方も、そうでない方も、こんにちは。桔梗ききょう楓かえでです。

　このたびは、著書をお手にとって下さって誠にありがとうございました。

　濃密ラブルージュさんのレーベルで、四作目となる本作は、ヒロインのお相手が外国人ヒーローです。

　旅先でのワンナイトラブから始まる恋……。

　王道の展開っぽいですが、何気に私は初めて書いた気がします。

　旅行先は、私の生まれ故郷である京都にしました。

　昔、大学に通うため四年間京都に住んでいた大分出身の友人が大学卒業する時、京都案内をしてほしいとお願いされて、伏見稲荷を案内しました。

　今もあるのかわかりませんが、当時は『すずめの丸焼き』が伏見稲荷の定番グルメだったんですよね。伏見稲荷は商売の神様です。大昔の商売の要といえば『米』だったので、米作りの天敵であるスズメは捕まえて食べる風習があったとかで、その名残なのだとか。

　何にしても丸焼きであるため、見た目が苦手な方も多いようです。骨も多いし。

　でも大分の友人は『京都とはこれでお別れだから……』と切なそうに言って、勇気を出して食べていました。そんなに無理して食べなくてもいいのに……と私は思いつつ、私は大好物なのでおかわりしました。ビールによく合います。骨もバリバリ食べます。

　そんな記憶を思い起こしながら、ラブロマンスを書いていました。

　少しでも楽しんでもらえたら幸いです。

　もし京都に旅行することがあれば、七味は本当にお勧めなので、お土産にどうぞです。

　それでは今回はこのあたりで、また別の作品で出会えたら、嬉しく思います。





桔梗楓
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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